
 

 

 

「森林と生活に関する世論調査」の概要 

令和６年２月 

内閣府政府広報室 

 

調査対象 全国18歳以上の日本国籍を有する者 3,000人 

有効回収数1,624人（有効回収率54.1％） 

 

調 査 期間 令和５年１０月５日 ～１１月１２日 

 

調査方法  郵送法 

 

調査目的 森林と生活に関する国民の意識を把握し、今後の施策の参考とする。 

 

調査項目 １ 森林の利用 
 ２  森林の役割と森林づくり 

３  木材の利用 
 
調査実績   「森林と生活に関する世論調査」 

 平成元年10月、平成11年７月、平成15年12月、平成19年５月、 

平成23年12月、令和元年10月 

「森林とみどりに関する世論調査」（平成５年１月） 

「森林・林業に関する世論調査」（平成８年１月） 

「都市と農山漁村の共生・対流に関する世論調査」（平成17年11月） 

「農山漁村に関する世論調査」（平成26年６月、令和３年６月） 

 

関係府省庁  農林水産省 

 

そ の 他  １ 令和元年10月調査までは調査員による個別面接聴取法で実施しているた

め、郵送法で実施した令和５年10月調査との単純比較は行わない。 

          また、平成２７年度までは、調査対象者の年齢が２０歳以上であったが、

平成２８年度以降は１８歳以上の方を調査対象に実施している。 

   ２ 図表の数値(％)は、表章単位未満の位で四捨五入しているため、内訳の   

合計が１００にならないこともある。 
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１ 森林の利用 

 （１）森林に行った回数 

問１. あなたは、ここ 1 年くらいの間に、何回くらい森林に行きましたか。（〇は１つ） 

 

令和５年 10 月 

・１～２回 22.5％ 

・３～４回 12.1％ 

・５～１２回 8.1％ 

・１３回以上 5.4％ 

・行っていない 47.4％ 

 

 

 

 

 
  総 数 ( 1,624 人)

〔 性 〕

男 性 ( 785 人)

女 性 ( 839 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 149 人)

30 ～ 39 歳 ( 165 人)

40 ～ 49 歳 ( 264 人)

50 ～ 59 歳 ( 295 人)

60 ～ 69 歳 ( 289 人)

70 歳 以 上 ( 462 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

22.3 

22.6 

12.6 

11.7 

9.2 

7.2 

8.0 

3.0 

42.9 

51.6 

5.0 

3.9 

26.8 

24.2 

26.5 

20.0 

19.4 

21.6 

13.4 

18.8 

11.0 

10.5 

13.1 

10.4 

7.4 

9.1 

11.0 

10.2 

6.6 

6.1 

3.4 

5.5 

4.5 

6.8 

7.6 

4.3 

45.6 

41.8 

44.3 

49.5 

48.8 

49.6 

3.4 

0.6 

2.7 

3.1 

4.5 

8.0 

無回答

22.5 12.1 8.1 5.4 47.4 4.4

1～2回 3～4回 13回以上 行っていない5～12回
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表１ 森林に行った回数 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

該

当

者

数

1

〜

2

回

3

〜

4

回

5

〜

1
2

回

1
3

回

以

上

行

っ

て

い

な

い

無

回

答

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624  22.5   12.1   8.1   5.4   47.4   4.4   

460  22.4   11.3   7.6   3.9   48.5   6.3   

東 京 都 区 部 114  28.1   7.9   8.8   0.9   48.2   6.1   

政 令 指 定 都 市 346  20.5   12.4   7.2   4.9   48.6   6.4   

644  21.6   13.5   8.4   5.3   48.4   2.8   

368  23.1   11.4   9.0   6.8   45.4   4.3   

152  25.0   10.5   6.6   7.2   44.7   5.9   

785  22.3   12.6   9.2   8.0   42.9   5.0   

839  22.6   11.7   7.2   3.0   51.6   3.9   

149  26.8   13.4   7.4   3.4   45.6   3.4   

165  24.2   18.8   9.1   5.5   41.8   0.6   

264  26.5   11.0   11.0   4.5   44.3   2.7   

295  20.0   10.5   10.2   6.8   49.5   3.1   

289  19.4   13.1   6.6   7.6   48.8   4.5   

462  21.6   10.4   6.1   4.3   49.6   8.0   

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

女 性
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ア 森林へ行った目的 

（問１で「１～２回」、「３～４回」、「５～１２回」、「１３回以上」と答えた者に） 

問２. ここ 1 年くらいの間に森林に行った目的は何ですか。（○はいくつでも） 

 

（上位３項目） 

 令和５年 10 月 

・すぐれた景観や風景を楽しむため      56.4％ 

・森林浴により森林の癒やし効果でリフレッシュするため          44.9％ 

・自然豊かなところでのんびりするため          44.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ここ1年くらいの間に、森林に行った回数を「1～2回」、「3～4回」、　

「5～12回」、「13回以上」と答えた者に、複数回答　　　　　　　　　

すぐれた景観や風景を楽しむため

森林浴により森林の癒やし効果でリフ
レッシュするため

自然豊かなところでのんびりするため

登山やスキー、マウンテンバイクなど自
然の中でスポーツを楽しむため

キャンプやピクニックなどを楽しむため

動植物の観察や渓流釣り、山菜・きのこ
採りを楽しむため

アスレチックなどのアトラクションを楽しむ
ため

森林に囲まれた環境にあるオフィスでの
仕事やワーケーションのため

林業やガイドなど森林に関わる仕事をす
るため

植樹や間伐などの森林づくりのボランティ
ア活動を行うため

無 回 答

56.4

44.9

44.1

19.9

18.8

16.6

6.8

3.1

2.6

1.9

2.4

0 10 20 30 40 50 60

総 数 （n=782人、M.T.=217.5%)

(%)
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表２ 森林へ行った目的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２－参考１ 森林へ行った目的 

 

 

 

  

ここ1年くらいの間に、森林に行った回数を「1～2回」、「3～4回」、　

「5～12回」、「13回以上」と答えた者に、複数回答　　　　　　　　　

該

当

者

数

す

ぐ

れ

た

景

観

や

風

景

を

楽

し

む

た

め

森

林

浴

に

よ

り

森

林

の

癒

や

し

効

果

で

リ

フ

レ
ッ

シ
ュ

す
る
た
め

自

然

豊

か

な

と

こ

ろ

で

の

ん

び

り

す

る

た

め

登
山
や
ス
キ
ー
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
な
ど
自

然
の
中
で
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
た
め

キ
ャ

ン
プ
や
ピ
ク
ニ
ッ

ク
な
ど
を
楽
し
む
た
め

動
植
物
の
観
察
や
渓
流
釣
り
、

山
菜
・
き
の
こ

採
り
を
楽
し
む
た
め

ア
ス
レ
チ
ッ

ク
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
楽

し
む
た
め

森
林
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
オ
フ
ィ

ス
で
の

仕
事
や
ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
の
た
め

林
業
や
ガ
イ
ド
な
ど
森
林
に
関
わ
る
仕
事
を
す

る
た
め

植

樹

や

間

伐

な

ど

の

森

林

づ

く

り

の

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
た
め

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

782 56.4 44.9 44.1 19.9 18.8 16.6 6.8 3.1 2.6 1.9 2.4 217.5

208 57.2 50.5 51.9 21.6 23.6 16.3 8.2 2.9 1.0 1.0     - 234.1

東 京 都 区 部 52 61.5 50.0 51.9 30.8 21.2 15.4 15.4 1.9     -     -     - 248.1

政 令 指 定 都 市 156 55.8 50.6 51.9 18.6 24.4 16.7 5.8 3.2 1.3 1.3     - 229.5

314 58.3 48.1 47.5 20.7 18.8 10.5 7.6 3.5 1.9 1.0 3.2 221.0

185 52.4 33.0 32.4 18.4 14.6 26.5 5.9 3.2 5.4 5.4 2.2 199.5

75 56.0 45.3 37.3 16.0 16.0 18.7 1.3 1.3 2.7     - 6.7 201.3

409 54.8 38.6 38.9 23.0 18.1 18.6 5.6 4.2 4.2 2.9 2.0 210.8

373 58.2 51.7 49.9 16.6 19.6 14.5 8.0 1.9 0.8 0.8 2.9 224.9

76 60.5 28.9 35.5 26.3 23.7 9.2 7.9 2.6     - 1.3 3.9 200.0

95 57.9 43.2 47.4 28.4 29.5 17.9 15.8 4.2 2.1     -     - 246.3

140 42.1 36.4 28.6 29.3 35.0 15.7 13.6 2.9 2.1 2.1 2.1 210.0

140 62.9 50.0 46.4 22.1 18.6 14.3 7.1 3.6 0.7     - 2.1 227.9

135 60.7 51.1 45.9 17.8 8.9 19.3 0.7 5.2 5.9 1.5 1.5 218.5

196 56.6 50.0 54.1 6.6 7.1 19.4 1.0 1.0 3.1 4.6 4.1 207.7

男 性

女 性

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

（複数回答）

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,827 38.0 36.9 30.4 16.6 18.7 13.0 12.5 2.9 1.5 27.3 197.8

1,843 40.4 37.2 28.9 17.4 15.4 13.6 10.0 3.9 1.4 27.8 195.9

（注１）平成19年５月調査では、「下草刈りなど森林の手入れを行う森林ボランティア活動を行うため」となっている。

（注２）「あなたは、ここ１年くらいの間に、主にどのような目的をもって、山や森などへ行きましたか。この中からいくつでも

　　　　あげてください。」と聞いている。

（注３）平成23年12月調査までは、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

平 成 23 年 12 月 調 査

下
草
刈
な
ど
森
林
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
た
め
（

注
１
）

登
山
や
ス
キ
ー

な
ど
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し

む
た
め

森
林
浴
に
よ
り
心
身
の
気
分
転
換
を
す

る
た
め

キ
ャ

ン
プ
や
ピ
ク
ニ
ッ

ク
な
ど
を
楽
し

む
た
め

す
ぐ
れ
た
景
観
や
風
景
を
楽
し
む
た
め

平 成 19 年 ５ 月 調 査

計
(M.T.)

該

当

者

数

そ

の

他

釣
り
や
山
菜
採
り
な
ど
を
楽
し
む
た
め

何
と
な
く
自
然
の
中
で
の
ん
び
り
す
る

た
め

行

っ

た

こ

と

が

な

い

動

植

物

な

ど

を

観

察

す

る

た

め
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表２－参考２ 森林へ行った目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２－参考３ 山や森などへ行った目的 

 

 

  

（複数回答）

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

2,137 25.5 21.2 25.3 17.5 16.6 12.4 8.9 3.8 35.0 2.2 168.5

2,113 29.0 25.6 25.1 14.0 13.7 11.8 7.3 3.0 33.6 2.7 165.8

（注１）平成11年７月調査では、「森林の手入れや下草刈りなどのボランティア活動を行うため」となっている。

（注２）「あなたは、ここ１年くらいの間に、主にどのような目的をもって、山や森などへ行きましたか。この中からいくつでも

　　　　あげてください。」と聞いている。

平 成 15 年 12 月 調 査

森
林
の
手
入
れ
や
下
草
刈
り
な
ど
の
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
た
め
（

注
１
）

登
山
や
ス
キ
ー

な
ど
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む

た
め

森
林
浴
に
よ
り
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

を

す
る
た
め

キ
ャ

ン
プ
や
ピ
ク
ニ
ッ

ク
な
ど
を
楽
し
む

た
め

す

ぐ

れ

た

景

観

や

風

景

を

楽

し

む

た

め

平 成 11 年 ７ 月 調 査

計
(M.T.)

該

当

者

数

そ

の

他

釣

り

や

山

菜

採

り

な

ど

を

楽

し

む

た

め

何
と
な
く
自
然
の
中
で
の
ん
び
り
し
た
い

た
め

行

っ

た

こ

と

が

な

い

動

植

物

な

ど

を

観

察

す

る

た

め

（この１年ぐらいの間に山や森や渓谷などへ、仕事以外で行ったことが「ある」と答えた者に、複数回答）

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,526 48.4 37.8 33.9 22.5 25.8 15.0 21.8 16.4 　 ※　 2.3 0.2 224.2

1,439 44.0 37.4 37.5 25.9 24.1 17.3 16.1 11.5 4.9 2.8 　　- 221.3

1,501 45.5 37.8 36.2 26.6 25.4 19.3 17.7 11.3 3.2 2.7 　　- 225.6

（注１）平成元年10月調査では、「健康に良いといわれる森林浴をするため」となっている。

（注２）平成元年10月調査では、「動植物など自然を観察するため」となっている。

（注３）平成５年１月調査では、「森林の手入れや下草刈りなどの奉仕活動のため」となっている。

（注４）平成元年10月調査では、「あなたがそのようなところへ行かれたのは、主にどのような目的からでしょうか。この中から

　　　　いくつでもあげてください。」と聞いている。

（注５）平成８年１月調査までは、「それは、主にどのような目的からでしょうか。この中からいくつでもあげてください。」

　　　　と聞いている。

（平成元年10月調査　森林と生活に関する世論調査）

（平成５年１月調査　森林とみどりに関する世論調査）

（平成８年１月調査　森林・林業に関する世論調査）

平 成 ８ 年 １ 月 調 査

森
林
の
手
入
れ
や
下
草
刈
り
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動
の
た
め
（

注
３
）

登
山
や
ス
キ
ー

な
ど
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む

た
め

森

林

浴

を

す

る

た

め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

注

１
）

キ
ャ

ン
プ
や
ピ
ク
ニ
ッ

ク
な
ど
を
楽
し
む

た
め

す

ぐ

れ

た

景

観

や

風

景

を

楽

し

む

た

め

平 成 元 年 10 月 調 査

ド

ラ

イ

ブ

を

楽

し

む

た

め

平 成 ５ 年 １ 月 調 査

計
(M.T.)

該

当

者

数

そ

の

他

釣

り

や

山

菜

採

り

な

ど

を

楽

し

む

た

め

何
と
な
く
自
然
の
中
で
の
ん
び
り
し
た
い

た
め

わ

か

ら

な

い

動

植

物

な

ど

を

観

察

す

る

た

め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

注

２
）
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 （２）日常での森林との関わり方の意向 

問３. 休暇に森林や農山村を訪れるだけでなく、仕事、子育て、健康づくりなど日常の生活の

一部として、継続的に森林との関わりをもつ様々な取組が見られます。あなたは、日常の

生活の中で、森林でどのようなことを行いたいと思いますか。（○はいくつでも） 

 

（上位４項目） 

 令和５年 10 月 

・心身の健康づくりのための森林内の散策やウォーキング          70.0％ 

・森林の中でのランニングや自転車による走行               24.4％ 

・森林の中での音楽鑑賞及び芸術鑑賞などの文化的活動           22.4％ 

・森林の中で自然を活用した保育・幼児教育     21.1％ 

 

・特にない                               15.1％ 

 

 

 
 
 
 
 
  

（複数回答）　　　

心身の健康づくりのための森林内の散
策やウォーキング

森林の中でのランニングや自転車によ
る走行

森林の中での音楽鑑賞及び芸術鑑賞
などの文化的活動

森林の中で自然を活用した保育・幼児
教育

森林に囲まれた環境にあるオフィスで
の仕事やワーケーション

森 林 の 中 で の ヨ ガ や 瞑 想

企業や団体が行う森林の中での研修
への参加

林業やガイドなど森林に関わる仕事

特 に な い

無 回 答

70.0

24.4

22.4

21.1

12.0

10.8

6.3

3.4

15.1

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

総 数 （n=1,624人、M.T.=188.1%)

(%)
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表３ 日常での森林との関わり方の意向 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３－参考 森林との関わり方の意向 

 

 

  

（複数回答）

該

当

者

数

心
身
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
森
林
内
の
散
策
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

森
林
の
中
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
自
転
車
に
よ
る
走
行

森
林
の
中
で
の
音
楽
鑑
賞
及

び
芸
術
鑑
賞
な
ど
の
文
化
的

活
動

森
林
の
中
で
自
然
を
活
用
し

た
保
育
・
幼
児
教
育

森
林
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
あ

る

オ

フ
ィ

ス

で

の

仕

事

や

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン

森
林
の
中
で
の
ヨ
ガ
や
瞑
想

企
業
や
団
体
が
行
う
森
林
の

中
で
の
研
修
へ
の
参
加

林
業
や
ガ
イ
ド
な
ど
森
林
に

関
わ
る
仕
事

特

に

な

い

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624 70.0 24.4 22.4 21.1 12.0 10.8 6.3 3.4 15.1 2.6 188.1

460 71.5 31.3 25.0 20.7 13.7 11.3 7.2 3.5 13.0 2.0 199.1

東 京 都 区 部 114 76.3 36.0 36.8 15.8 24.6 14.9 7.9 1.8 10.5      - 224.6

政 令 指 定 都 市 346 69.9 29.8 21.1 22.3 10.1 10.1 6.9 4.0 13.9 2.6 190.8

644 70.5 24.5 22.4 21.4 11.6 12.0 6.1 3.3 15.1 2.3 189.1

368 67.1 19.6 19.8 21.2 12.0 9.0 6.5 2.7 17.9 3.3 179.1

152 70.4 15.1 20.4 20.4 8.6 8.6 3.9 5.3 15.1 3.9 171.7

785 66.9 26.9 15.7 16.8 12.4 5.0 6.0 4.6 17.8 1.4 173.4

839 72.9 22.2 28.6 25.0 11.7 16.2 6.6 2.3 12.6 3.7 201.8

149 60.4 32.9 30.2 30.2 18.1 16.8 3.4 2.0 11.4 2.0 207.4

165 69.1 27.9 27.9 38.8 17.0 20.6 5.5 3.6 12.1 2.4 224.8

264 67.4 29.9 27.7 33.3 18.9 13.3 11.0 3.0 11.4 3.0 218.9

295 76.9 27.5 26.8 19.0 16.6 15.3 8.5 5.4 13.6 0.7 210.2

289 73.4 22.5 17.3 12.8 6.6 6.9 4.2 2.1 13.5 4.8 164.0

462 68.4 16.7 15.2 11.3 4.8 3.5 4.8 3.5 21.6 2.4 151.9

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

女 性

30 ～ 39 歳

（複数回答）

該

当

者

数

心
身
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

森
林
内
の
散
策
や
ウ
ォ
ー

キ

ン
グ

森
林
の
中
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
自
転
車
に
よ
る
走
行

森
林
の
中
で
の
音
楽
鑑
賞
及

び
芸
術
鑑
賞
な
ど
の
文
化
的

活
動

森
林
の
中
で
自
然
を
活
用
し

た
保
育
・
幼
児
教
育

森
林
の
中
で
の
ヨ
ガ
や
瞑
想

森
林
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
あ

る
オ
フ
ィ

ス
で
の
仕
事

企
業
や
団
体
が
行
う
森
林
の

中
で
の
社
会
貢
献
活
動
へ
の

参
加

企
業
や
団
体
が
行
う
森
林
の

中
で
の
研
修
へ
の
参
加

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,546 60.2 26.9 22.6 21.3 11.3 10.5 9.9 8.0 1.0 19.2 0.1 191.0

（注１）「あなたは、日常の生活の中で、森林でどのようなことを行いたいですか。この中からいくつでもあげてください。」

　　　　と聞いている。

（注２）令和元年10月調査では、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

令 和 元 年 10 月 調 査
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（３）森林や農山村で休暇を過ごす場合の意向 

問４. あなたは、森林や農山村に滞在して休暇を過ごす場合、どのようなことをして過ごして

みたいと思いますか。（○はいくつでも） 

 

（上位４項目） 

 令和５年 10 月 

・自然豊かなところでのんびりする             58.4％ 

・森林浴により森林の癒やし効果でリフレッシュする              55.7％ 

・森や湖、農山村の家並みなど魅力的な景観を楽しむ    46.0％ 

・地域の伝統的な文化や地元食材を使った料理を楽しんだり、特産品を購入したりする 40.3％ 

 

 

 
 
 
 
 
 
  

（複数回答）　　　

自然豊かな と こ ろでのんびりする

森林浴により森林の癒やし効果でリフ
レッシュする

森や湖、農山村の家並みなど魅力的な
景観を楽しむ

地域の伝統的な文化や地元食材を使っ
た料理を楽しんだり、特産品を購入したり
する

キャンプやピクニックなどを楽しむ

動植物の観察や渓流釣り、山菜・きのこ
採りを楽しむ

登山やスキー、マウンテンバイクなど自
然の中でスポーツを楽しむ

アスレチックなどのアトラクションを楽しむ

森林の手入れをする体験や、木の実や
葉を使った工作、木工などを体験する

特 に な い

無 回 答

58.4

55.7

46.0

40.3

31.5

29.9

17.1

15.6

14.6

5.8

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70

総 数 （n=1,624人、M.T.=317.1%)

(%)
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表４ 森林や農山村で休暇を過ごす場合の意向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表４－参考１ 農山村に関する企画への参加意向 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

（複数回答）

該

当

者

数

自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
の
ん
び
り

す
る

森
林
浴
に
よ
り
森
林
の
癒
や
し
効

果
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

す
る

森
や
湖
、

農
山
村
の
家
並
み
な
ど

魅
力
的
な
景
観
を
楽
し
む

地
域
の
伝
統
的
な
文
化
や
地
元
食

材

を

使
っ

た

料

理

を

楽

し

ん

だ

り
、

特
産
品
を
購
入
し
た
り
す
る

キ
ャ

ン
プ
や
ピ
ク
ニ
ッ

ク
な
ど
を

楽
し
む

動
植
物
の
観
察
や
渓
流
釣
り
、

山

菜
・
き
の
こ
採
り
を
楽
し
む

登
山
や
ス
キ
ー
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
な
ど
自
然
の
中
で
ス
ポ
ー

ツ

を
楽
し
む

ア
ス
レ
チ
ッ

ク
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ

ン
を
楽
し
む

森
林
の
手
入
れ
を
す
る
体
験
や
、

木
の
実
や
葉
を
使
っ

た
工
作
、

木

工
な
ど
を
体
験
す
る

特

に

な

い

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624 58.4 55.7 46.0 40.3 31.5 29.9 17.1 15.6 14.6 5.8 2.1 317.1

460 61.5 60.0 51.1 43.0 30.7 30.9 19.8 17.0 15.2 5.0 1.5 335.7

東 京 都 区 部 114 65.8 73.7 50.0 52.6 32.5 39.5 25.4 21.9 20.2 4.4     - 386.0

政 令 指 定 都 市 346 60.1 55.5 51.4 39.9 30.1 28.0 17.9 15.3 13.6 5.2 2.0 319.1

644 59.3 56.5 47.5 39.3 34.2 26.4 16.8 16.5 14.9 5.3 2.0 318.6

368 53.0 49.7 39.7 38.0 28.5 33.7 15.5 14.4 13.9 7.9 2.7 297.0

152 58.6 53.9 39.5 41.4 30.3 32.9 14.5 11.2 13.2 5.3 2.6 303.3

785 57.5 49.6 46.0 32.1 29.8 31.8 19.9 12.5 10.7 5.7 1.3 296.8

839 59.4 61.5 46.0 47.9 33.1 28.1 14.5 18.6 18.2 5.8 2.9 336.1

149 53.7 56.4 49.0 34.9 49.0 25.5 25.5 32.2 14.1 2.7 2.0 345.0

165 56.4 51.5 44.8 33.9 49.7 28.5 25.5 37.0 17.0 1.2 2.4 347.9

264 56.8 58.3 47.3 47.7 46.6 33.0 28.8 30.3 23.1 3.0 3.0 378.0

295 62.7 64.7 49.2 46.4 38.3 32.5 21.0 13.2 14.9 3.7 0.7 347.5

289 60.2 55.4 45.0 39.1 20.8 29.4 12.1 5.2 10.4 7.6 4.2 289.3

462 57.8 50.0 43.3 36.8 13.2 28.8 5.4 2.4 11.5 10.2 1.1 260.4

男 性

女 性

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

（複数回答）

該

当

者

数

森
林
浴
に
よ

り
気

分
転

換
す
る

森
や
湖
、

農
山
村
の
家
並
み
な
ど

魅
力
的
な
景
観
を
楽
し
む

史
跡
・
名
勝
を
訪
ね
た
り
、

特
産

品
を
購
入
す
る

野
鳥
観
察
や
渓
流
釣
り
な
ど
の
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
す
る

療
養
な
ど
を
目
的
に
の
ん
び
り
過

ご
す

き

の

こ

狩

り

や

山

菜

採

り

和
紙
づ
く
り
、

郷
土
食
な
ど
地
域

の
伝
統
的
な
文
化
を
体
験
す
る

森
林
の
手
入
れ
を
す
る
体
験
や
、

木
の
実
や
葉
を
使
っ

た
工
作
、

木

工
な
ど
の
体
験
を
す
る

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,546 43.1 41.4 29.3 29.0 25.4 20.9 18.4 15.1 1.1 12.4 0.4 236.6

（注１）「あなたは、農山村に滞在して休暇を過ごす場合、どのようなことをして過ごしてみたいと思いますか。この中から

　　　　いくつでもあげてください。」と聞いている。

（注２）令和元年10月調査までは、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

令 和 元 年 10 月 調 査
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表４－参考２ 森林に関する企画への参加意向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表４－参考３ 森林に関する企画への参加意向 

 
 
 

 

 

 

 

 

  

（農山村での休暇を、「是非過ごしてみたいと思う」、「機会があれば過ごしてみたいと思う」と答えた者に、複数回答）

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,387 62.1 42.4 43.2 30.4 28.0 30.9 23.4 18.7 16.8 0.4 0.4 296.7

1,337 63.0 47.5 41.9 34.3 29.2 29.1 26.1 19.4 16.2 0.4 0.1 307.2

（注）「それでは、あなたは、森林や農山村では、どのようなことをして過ごしてみたいと思いますか。この中からいくつでも

　　　あげてください。」と聞いている。

平 成 19 年 ５ 月 調 査

史
跡
・
名
勝
を
訪
ね
た
り
、

特
産
品
を

購
入
す
る

森

林

浴

に

よ

り

気

分

転

換

す

る

き

の

こ

狩

り

や

山

菜

採

り

平 成 23 年 12 月 調 査

療
養
な
ど
を
目
的
に
の
ん
び
り
過
ご
す

子
ど
も
を
自
然
が
体
験
で
き
る
行
事
に

参
加
さ
せ
る

森
や
湖
、

農
山
村
の
家
並
み
な
ど
魅
力

的
な
景
観
を
楽
し
む 計

(M.T.)

該

当

者

数

わ

か

ら

な

い

そ

の

他

森
林
の
手
入
れ
を
す
る
体
験
や
、

木
の

実
や
葉
を
使
っ

た
工
作
、

木
工
な
ど
の

体
験
を
す
る

野
鳥
観
察
や
渓
流
釣
り
な
ど
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
体
験
を
す
る

和
紙
づ
く
り
、

郷
土
食
な
ど
地
域
の
伝

統
的
な
文
化
を
体
験
す
る

（農山村での休暇を、「是非過ごしてみたいと思う」、「機会があれば過ごしてみたいと思う」と答えた者に、複数回答）

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,201 66.6 37.6 35.9 34.6 27.9 27.8 24.0 18.2 16.7 1.1 0.3 290.5

（注）「それでは、あなたは、森林や山村では、どのようなことをして過ごしてみたいと思いますか。この中からいくつでも

　　　あげてください。」と聞いている。

平 成 15 年 12 月 調 査

療
養
な
ど
を
目
的
に
の
ん
び
り
過
ご
す

野
鳥
観
察
や
渓
流
釣
り
な
ど
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
体
験
を
す
る

き
の
こ
狩
り
や
山
菜
採
り
な
ど
森
で
の

収
穫
体
験
を
す
る

計
(M.T.)

該

当

者

数

わ

か

ら

な

い

そ

の

他

草
木
染
め
や
和
紙
づ
く
り
、

郷
土
食
な

ど
地
域
の
伝
統
的
な
文
化
を
体
験
す
る

森
や
湖
、

か
や
ぶ
き
集
落
な
ど
魅
力
的

な
景
観
を
楽
し
む

森
林
を
育
て
る
体
験
や
、

ク
ラ
フ
ト
、

木
工
な
ど
の
体
験
を
す
る

子
ど
も
を
森
林
な
ど
の
自
然
が
体
験
で

き
る
行
事
に
参
加
さ
せ
る

史
跡
・
名
勝
を
訪
ね
た
り
、

特
産
品
を

購
入
す
る

心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

や
健
康
の
た
め

の
森
林
浴
を
す
る
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（４）農山村定住の意向 

問５. あなたは、農山村に定住してみたいと思いますか。（〇は１つ） 

 

 

令和５年 10 月 

定住してみたい（小計） 25.2％ 

・定住してみたい 5.1％ 

・どちらかといえば定住してみたい 20.1％ 

定住したくない（小計） 62.6％ 

・どちらかといえば定住したくない 32.2％ 

・定住したくない 30.4％ 

 

・既に定住している 9.7％ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

総 数 ( 1,624 人)

〔 性 〕

男 性 ( 785 人)

女 性 ( 839 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 149 人)

30 ～ 39 歳 ( 165 人)

40 ～ 49 歳 ( 264 人)

50 ～ 59 歳 ( 295 人)

60 ～ 69 歳 ( 289 人)

70 歳 以 上 ( 462 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

6.9 

3.5 

22.3 

18.0 

1.8 

3.2 

31.2 

33.1 

29.4 

31.2 

8.4 

11.0 

2.7 

5.5 

4.5 

5.8 

3.1 

6.9 

18.1 

21.2 

19.7 

23.1 

18.0 

19.9 

2.7 

1.8 

2.7 

1.0 

4.2 

2.6 

37.6 

35.8 

36.0 

35.6 

31.8 

25.1 

35.6 

32.1 

32.6 

27.8 

30.1 

28.6 

3.4 

3.6 

4.5 

6.8 

12.8 

16.9 

どちらかといえば
定住したくない無回答

5.1 

20.1 

2.5 

32.2 30.4 9.7 

定住してみたい（小計）25.2 定住したくない（小計）62.6

定住して
みたい

どちらかといえば
定住してみたい

定住したく
ない

既に定住
している



 
 

 - 12 -

表５ 農山村定住の意向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表５－参考１ 農山村定住の意向 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

定

住

し

て

み

た

い

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
定
住

し
て
み
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
定
住

し
た
く
な
い

定

住

し

た

く

な

い

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624 25.2  5.1  20.1  62.6  32.2  30.4  9.7  2.5  

460 28.3  5.2  23.0  67.6  33.5  34.1  1.5  2.6  

東 京 都 区 部 114 30.7  4.4  26.3  68.4  34.2  34.2        - 0.9  

政 令 指 定 都 市 346 27.5  5.5  22.0  67.3  33.2  34.1  2.0  3.2  

644 25.5  5.7  19.7  68.8  35.2  33.5  3.7  2.0  

368 21.7  2.7  19.0  54.1  28.3  25.8  21.5  2.7  

152 23.0  7.9  15.1  41.4  25.0  16.4  31.6  3.9  

785 29.2  6.9  22.3  60.6  31.2  29.4  8.4  1.8  

839 21.5  3.5  18.0  64.4  33.1  31.2  11.0  3.2  

149 20.8  2.7  18.1  73.2  37.6  35.6  3.4  2.7  

165 26.7  5.5  21.2  67.9  35.8  32.1  3.6  1.8  

264 24.2  4.5  19.7  68.6  36.0  32.6  4.5  2.7  

295 28.8  5.8  23.1  63.4  35.6  27.8  6.8  1.0  

289 21.1  3.1  18.0  61.9  31.8  30.1  12.8  4.2  

462 26.8  6.9  19.9  53.7  25.1  28.6  16.9  2.6  

無

回

答

該

当

者

数

定

住

し

て

み

た

い

　
　
　
　
　
 
 
（

小

計
）

既

に

定

住

し

て

い

る

定

住

し

た

く

な

い

　
　
　
　
　
 
 
（

小

計
）

総 数

70 歳 以 上

町 村

30 ～ 39 歳

〔 性 〕

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

男 性

18 ～ 29 歳

40 ～ 49 歳

大 都 市

中 都 市

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

女 性

小 都 市

定

住

し

て

み

た

い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
定
住

し
て
み
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
定
住

し
て
み
た
く
な
い

定

住

し

て

み

た

く

な

い

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,546 20.8  8.6  12.2  62.7  23.9  38.8  14.1  2.0  0.5  

（注）令和元年10月調査までは、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

令 和 元 年 10 月 調 査

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

既

に

定

住

し

て

い

る

わ

か

ら

な

い

該

当

者

数

定

住

し

て

み

た

い

　
　
　
　
 
 
（

小

計

）

定

住

し

て

み

た

く

な

い

　
　
　
　
 
 
（

小

計

）
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表５－参考２ 都市住民の農山漁村地域への移住願望の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５－参考３ 都市住民の農山漁村地域への定住願望の有無 

 

 

 

  

（居住地域の認識について「都市地域」、「どちらかというと都市地域」と答えた者に）

あ

る

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

な
い

な

い

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,036  26.6   5.7   20.9   72.6   39.1   33.5   0.8   

（注）「農山漁村地域に移住してみたいという願望がありますか。この調査でいう移住とは、都市地域から農山漁村地域に生活の

　　　拠点を移す定住及び都市地域と農山漁村地域の両方に生活拠点を持つ二地域居住のことをいいます。」と聞いている。

（令和３年６月調査　農山漁村に関する世論調査）

な

い

　
　
　
 
（

小

計
）

令 和 ３ 年 ６ 月 調 査

無

回

答

該

当

者

数

あ

る

　
　
 
 
（

小

計
）

（居住地域に関する認識について「都市地域」、「どちらかというと都市地域」と答えた者に）

あ

る

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

な
い

な

い

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

975 20.6  8.9  11.7  76.0  13.9  62.1  3.0  0.4  

1,147 31.6  8.8  22.8  65.2  29.6  35.7  2.4  0.9  

（注）「あなたは、農山漁村地域に定住してみたいという願望がありますか。この中から１つだけお答えください。」と聞いている。

（平成17年11月調査　都市と農山漁村の共生・対流に関する世論調査）

（平成26年６月調査　農山漁村に関する世論調査）

わ

か

ら

な

い

平 成 17 年 11 月 調 査

平 成 26 年 ６ 月 調 査

該

当

者

数

あ

る

　
　
 
 
（

小

計

）

な

い

　
　
 
 
（

小

計

）

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
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２ 森林の役割と森林づくり 

 （１）森林に期待する働き 

問６. あなたは、森林のどのような働きを期待しますか。（○はいくつでも） 

 

（上位６項目） 

 令和５年 10 月 

・二酸化炭素を吸収することにより、地球温暖化防止に貢献する働き        67.6％ 

・山崩れや洪水などの災害を防止する働き         63.2％ 

・水資源を蓄える働き                         55.4％ 

・空気をきれいにしたり、騒音をやわらげる働き              51.7％ 

・心身の癒やしや安らぎの場を提供する働き          51.5％ 

・貴重な野生動植物の生息・生育の場としての働き              48.8％ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（複数回答）　　　

二酸化炭素を吸収することにより、地球温暖化
防止に貢献する働き

山崩れや洪水などの災害を防止する働き

水 資 源 を 蓄 え る 働 き

空気をきれいにしたり、騒音をやわらげる働き

心身の癒やしや安らぎの場を提供する働き

貴重な野生動植物の生息・生育の場としての
働き

住宅用建材や家具、紙などの原材料となる木
材を生産する働き

自然に親しみ、森林と人との関わりを学ぶなど
教育の場としての働き

きのこや山菜などの林産物を生産する働き

そ の 他

特 に な い

無 回 答

67.6

63.2

55.4

51.7

51.5

48.8

42.4

33.1

31.9

1.1

2.3

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

総 数 （n=1,624人、M.T.=451.0%)

(%)
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表６ 森林に期待する働き 

 
 
    
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６－参考１ 森林に期待する働き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６－参考２ 森林に期待する働き 

 

 

  

（複数回答）

該

当

者

数

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
こ
と

に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
に

貢
献
す
る
働
き

山
崩
れ
や
洪
水
な
ど
の
災
害
を

防
止
す
る
働
き

水

資

源

を

蓄

え

る

働

き

空
気
を
き
れ
い
に
し
た
り
、

騒

音
を
や
わ
ら
げ
る
働
き

心
身
の
癒
や
し
や
安
ら
ぎ
の
場

を
提
供
す
る
働
き

貴
重
な
野
生
動
植
物
の
生
息
・

生
育
の
場
と
し
て
の
働
き

住
宅
用
建
材
や
家
具
、

紙
な
ど

の
原
材
料
と
な
る
木
材
を
生
産

す
る
働
き

自
然
に
親
し
み
、

森
林
と
人
と

の
関
わ
り
を
学
ぶ
な
ど
教
育
の

場
と
し
て
の
働
き

き
の
こ
や
山
菜
な
ど
の
林
産
物

を
生
産
す
る
働
き

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624 67.6 63.2 55.4 51.7 51.5 48.8 42.4 33.1 31.9 1.1 2.3 2.1 451.0

460 66.5 64.8 58.7 56.3 55.7 55.0 42.8 33.9 36.5 1.1 2.6 1.3 475.2

東 京 都 区 部 114 72.8 71.1 65.8 64.0 61.4 59.6 50.0 36.8 43.9 0.9     -     - 526.3

政 令 指 定 都 市 346 64.5 62.7 56.4 53.8 53.8 53.5 40.5 32.9 34.1 1.2 3.5 1.7 458.4

644 69.1 61.6 54.5 51.2 54.3 49.7 43.2 32.9 29.5 0.9 1.7 1.9 450.6

368 66.6 62.8 53.5 47.8 43.5 42.1 42.4 32.1 31.3 1.9 1.9 3.3 429.1

152 67.1 65.8 53.3 48.7 46.7 42.1 37.5 34.2 29.6     - 4.6 2.6 432.2

785 65.7 61.0 58.1 50.7 48.3 44.6 45.9 27.0 31.7 1.3 2.0 1.1 437.5

839 69.4 65.2 52.8 52.6 54.6 52.7 39.1 38.9 32.1 1.0 2.5 3.0 463.6

149 62.4 49.0 42.3 52.3 57.7 51.7 40.3 25.5 29.5 0.7 0.7 2.0 414.1

165 67.9 58.2 54.5 57.6 53.9 57.6 39.4 44.2 36.4 0.6     - 1.8 472.1

264 69.7 60.2 53.4 56.8 56.4 55.3 42.8 39.4 32.2 1.1 1.9 2.3 471.6

295 71.2 66.1 59.3 58.0 58.6 64.4 42.7 38.0 36.9 1.0 1.0 1.0 498.3

289 69.6 66.4 61.2 54.3 49.8 46.0 41.5 27.7 32.9 1.7 2.4 3.5 457.1

462 64.5 67.3 54.8 40.7 42.4 32.7 44.2 28.4 27.1 1.1 4.5 1.9 409.5

男 性

女 性

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

（３つまでの複数回答）

該

当

者

数

山
崩
れ
や
洪
水
な
ど
の
災
害
を
防

止
す
る
働
き

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
こ
と
に

よ
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献

す
る
働
き

水

資

源

を

蓄

え

る

働

き

空
気
を
き
れ
い
に
し
た
り
、

騒
音

を
や
わ
ら
げ
る
働
き

住
宅
用
建
材
や
家
具
、

紙
な
ど
の

原
材
料
と
な
る
木
材
を
生
産
す
る

働
き
（

注
１
）

心
身
の
癒
し
や
安
ら
ぎ
の
場
を
提

供
す
る
働
き

貴
重
な
野
生
動
植
物
の
生
息
・
生

育
の
場
と
し
て
の
働
き
（

注
２
）

自
然
に
親
し
み
、

森
林
と
人
と
の

関
わ
り
を
学
ぶ
な
ど
教
育
の
場
と

し
て
の
働
き
（

注
３
）

き
の
こ
や
山
菜
な
ど
の
林
産
物
を

生
産
す
る
働
き

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,827 48.5 54.2 43.8 38.8 14.6 31.8 22.1 18.0 10.6 0.2 0.9 0.4 284.1

1,843 48.3 45.3 40.9 37.3 23.6 27.7 20.8 19.3 12.6 0.2 1.7 0.9 278.7

1,520 48.1 42.3 37.2 32.8 21.8 21.8 20.0 14.7 11.4 0.1 5.3 1.2 256.7

1,546 48.0 42.3 36.9 33.0 22.1 21.9 20.1 14.7 11.3 0.1 5.3 1.2 256.9

（注１）平成19年５月調査では、「木材を生産する働き」となっている。

（注２）平成23年12月調査までは、「貴重な野生動植物の生息の場としての働き」となっている。

（注３）平成23年12月調査までは、「自然に親しみ、森林と人とのかかわりを学ぶなど教育の場としての働き」となっている。

（注４）令和元年10月調査までは、「あなたは、今後、森林のどのような働きを期待しますか。この中から３つまであげて

　　　　ください。」と聞いている。

（注５）令和元年10月調査までは、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

平成19年５月調査

平成23年 12月調査

令和元年10月調査
（うち20歳以上）

令和元年10月調査

（３つまでの複数回答）

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

2,113 49.9 42.3 41.6 31.3 26.4 23.1 18.7 17.5 14.4 0.3 2.1 1.0 268.7

（注）「あなたは、今後、森林の働きに何を期待しますか。この中から３つまであげてください。」と聞いている。

平 成 15 年 12 月 調 査

貴
重
な
野
生
動
植
物
の
生
息
の

場
と
し
て
の
働
き

山
崩
れ
や
洪
水
な
ど
の
災
害
を

防
止
す
る
働
き 計

(M.T.)

該

当

者

数

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

き
の
こ
や
山
菜
な
ど
の
林
産
物

を
生
産
す
る
働
き

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
こ
と

に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
に

貢
献
す
る
働
き

自
然
に
親
し
み
、

森
林
と
人
と

の
か
か
わ
り
を
学
ぶ
な
ど
教
育

の
場
と
し
て
の
働
き

水

資

源

を

蓄

え

る

働

き

そ

の

他

木

材

を

生

産

す

る

働

き

心
身
の
癒
し
や
安
ら
ぎ
、

レ
ク

リ
ェ
ー

シ
ョ

ン
の
場
を
提
供
す

る
働
き

大
気
を
浄
化
し
た
り
、

騒
音
を

や
わ
ら
げ
る
働
き
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（２）国有林が果たすべき役割 

問７. 我が国の森林の 3 割は国が管理する国有林です。あなたは、国有林に、どのような役割

を期待しますか。（○はいくつでも） 

 

（上位５項目） 

 令和５年 10 月 

・二酸化炭素を吸収することにより、地球温暖化防止に貢献する役割        68.4％ 

・山崩れや洪水などの災害を防止する役割         67.2％ 

・水資源を蓄える役割                         58.5％ 

・貴重な野生動植物の生息・生育の場としての役割              50.4％ 

・空気をきれいにしたり、騒音をやわらげる役割              47.3％ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（複数回答）　　　

二酸化炭素を吸収することにより、地球温暖化
防止に貢献する役割

山崩れや洪水などの災害を防止する役割

水 資 源 を 蓄 え る 役 割

貴重な野生動植物の生息・生育の場としての
役割

空気をきれいにしたり、騒音をやわらげる役割

心身の癒やしや安らぎの場を提供する役割

自然に親しみ、森林と人との関わりを学ぶなど
教育の場、観光の場としての役割

住宅用建材や家具、紙などの原材料となる木
材を生産する役割

林業関係の民間事業者、技術者、地方公共団
体の職員を育成する場としての役割

林業に関する新しい技術や機械を開発・実証
する場としての役割

きのこや山菜などの林産物を生産する役割

そ の 他

特 に な い

無 回 答

68.4

67.2

58.5

50.4

47.3

36.5

36.3

36.0

32.4

30.6

19.4

0.9

2.2

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

総 数 （n=1,624人、M.T.=488.2%)

(%)
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表７ 国有林が果たすべき役割 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表７－参考１ 国有林が果たすべき役割 

 

 

 

  

（複数回答）

該

当

者

数

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
こ
と
に

よ
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献

す
る
役
割

山
崩
れ
や
洪
水
な
ど
の
災
害
を
防

止
す
る
役
割

水

資

源

を

蓄

え

る

役

割

貴
重
な
野
生
動
植
物
の
生
息
・
生

育
の
場
と
し
て
の
役
割

空
気
を
き
れ
い
に
し
た
り
、

騒
音

を
や
わ
ら
げ
る
役
割

心
身
の
癒
や
し
や
安
ら
ぎ
の
場
を

提
供
す
る
役
割

自
然
に
親
し
み
、

森
林
と
人
と
の

関
わ
り
を
学
ぶ
な
ど
教
育
の
場
、

観
光
の
場
と
し
て
の
役
割

住
宅
用
建
材
や
家
具
、

紙
な
ど
の

原
材
料
と
な
る
木
材
を
生
産
す
る

役
割

林
業
関
係
の
民
間
事
業
者
、

技
術

者
、

地
方
公
共
団
体
の
職
員
を
育

成
す
る
場
と
し
て
の
役
割

林
業
に
関
す
る
新
し
い
技
術
や
機

械
を
開
発
・
実
証
す
る
場
と
し
て

の
役
割

き
の
こ
や
山
菜
な
ど
の
林
産
物
を

生
産
す
る
役
割

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624 68.4 67.2 58.5 50.4 47.3 36.5 36.3 36.0 32.4 30.6 19.4 0.9 2.2 2.2 488.2

460 69.1 70.2 63.5 55.9 51.1 37.2 35.9 36.5 35.7 32.2 22.8 0.9 2.0 1.5 514.3

東 京 都 区 部 114 74.6 72.8 64.9 60.5 58.8 37.7 43.0 41.2 36.8 38.6 31.6 1.8     -     - 562.3

政 令 指 定 都 市 346 67.3 69.4 63.0 54.3 48.6 37.0 33.5 35.0 35.3 30.1 19.9 0.6 2.6 2.0 498.6

644 68.6 65.5 58.9 50.3 47.2 37.1 38.4 36.0 34.0 35.2 18.5 0.6 2.3 1.9 494.6

368 66.8 66.6 51.9 46.5 44.0 34.0 34.2 38.3 26.9 22.8 17.9 1.4 1.4 3.3 456.0

152 69.1 67.1 57.9 43.4 44.1 37.5 34.2 28.9 28.9 25.0 16.4 0.7 3.9 2.6 459.9

785 67.5 66.2 62.0 46.2 47.8 36.7 30.7 39.7 29.4 30.1 20.6 0.8 1.9 1.1 480.9

839 69.2 68.2 55.2 54.2 46.8 36.2 41.6 32.5 35.2 31.1 18.2 1.0 2.4 3.1 495.0

149 63.1 55.0 42.3 50.3 45.0 37.6 33.6 34.9 25.5 27.5 17.4     - 3.4 2.0 437.6

165 66.7 63.6 53.3 55.8 48.5 36.4 42.4 29.7 30.9 30.9 23.0     - 1.8 1.8 484.8

264 68.2 62.9 55.7 54.9 51.9 34.8 39.8 34.8 32.6 31.4 22.3 0.8 2.3 2.3 494.7

295 71.9 67.5 60.3 59.7 50.8 42.4 39.3 33.2 36.9 39.0 19.3 1.0 1.0 1.0 523.4

289 67.8 69.6 61.2 52.6 50.9 37.4 35.3 32.9 31.5 32.9 19.4 1.4 1.4 3.8 497.9

462 69.0 73.4 64.3 38.5 40.5 32.7 31.8 43.1 32.7 24.2 17.1 1.1 3.0 1.9 473.4

総 数

〔 都 市 規 模 〕

男 性

女 性

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

〔 性 〕

50 ～ 59 歳

〔年 齢〕

60 ～ 69 歳

70 歳 以 上

18 ～ 29 歳

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

（３つまでの複数回答）

該

当

者

数

山
崩
れ
や
洪
水
な
ど
の
災
害
を

防
止
す
る
役
割

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
こ
と

に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
に

貢
献
す
る
役
割

水

資

源

を

蓄

え

る

役

割

空
気
を
き
れ
い
に
し
た
り
、

騒

音
を
や
わ
ら
げ
る
役
割

貴
重
な
野
生
動
植
物
の
生
息
・

生
育
の
場
と
し
て
の
役
割

住
宅
用
建
材
や
家
具
、

紙
な
ど

の
原
材
料
と
な
る
木
材
を
生
産

す
る
役
割

自
然
に
親
し
み
、

森
林
と
人
と

の
関
わ
り
を
学
ぶ
な
ど
教
育
の

場
、

観
光
の
場
と
し
て
の
役
割

心
身
の
癒
し
や
安
ら
ぎ
の
場
を

提
供
す
る
役
割

林
業
に
関
す
る
新
し
い
技
術
や

機
械
を
開
発
・
実
証
す
る
場
と

し
て
の
役
割

林
業
関
係
の
民
間
事
業
者
、

技

術
者
、

地
方
公
共
団
体
の
職
員

を
育
成
す
る
場
と
し
て
の
役
割

き
の
こ
や
山
菜
な
ど
の
林
産
物

を
生
産
す
る
役
割

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,546 52.0 49.0 38.6 26.6 26.3 16.8 15.7 13.6 8.5 8.5 4.1 0.3 2.5 1.6 264.2

（注１）「我が国の森林の３割は国が管理する国有林です。あなたは、今後、国有林は、どのような役割を果たすようにすべき

　　　　だと思いますか。この中から３つまであげてください。」と聞いている。

（注２）令和元年10月調査までは、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

令和元年10月調査
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表７－参考２ 国有林に期待する働き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表７－参考３ 国有林に期待する働き 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（３つまでの複数回答）

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,827 48.6 53.1 40.4 30.1 26.1 28.4 21.5 18.9 6.2 0.3 1.3 1.1 276.0

1,843 49.9 45.4 39.8 29.4 27.0 26.7 19.5 18.9 7.9 0.2 2.3 1.8 268.7

（注１）平成19年５月調査では、「木材を生産する働き」となっている。

（注２）「我が国の森林の３割は国が管理する国有林です。あなたは、今後、国有林にどのような働きを期待しますか。

　　　　この中から３つまであげてください。」と聞いている。

計
(M.T.)

該

当

者

数

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

き
の
こ
や
山
菜
な
ど
の
林
産
物
を
生
産
す

る
働
き

そ

の

他

住
宅
用
建
材
や
家
具
、

紙
な
ど
の
原
材
料

と
な
る
木
材
を
生
産
す
る
働
き
（

注
１
）

平 成 19 年 ５ 月 調 査

貴
重
な
野
生
動
植
物
の
生
息
の
場
と
し
て

の
働
き

山
崩
れ
や
洪
水
な
ど
の
災
害
を
防
止
す
る

働
き

平 成 23 年 12 月 調 査

心
身
の
癒
し
や
安
ら
ぎ
の
場
を
提
供
す
る

働
き

空
気
を
き
れ
い
に
し
た
り
、

騒
音
を
や
わ

ら
げ
る
働
き

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
働
き

自
然
に
親
し
み
、

森
林
と
人
と
の
か
か
わ

り
を
学
ぶ
な
ど
教
育
の
場
と
し
て
の
働
き

水

資

源

を

蓄

え

る

働

き

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

2,137 44.4 30.3 14.1 3.4 4.4 0.2 3.2

2,113 41.0 36.2 12.7 5.0 0.3 2.5 2.3

（注１）平成11年７月調査では、「貴重な天然林等の保護・管理を図る森林」となっている。

（注２）平成11年７月調査では、「国民に森林とのふれあいの場を提供するレクリェーションの森林」となっている。

（注３）「わが国の森林の３割は国が管理する国有林で、その多くは奥地の山岳地帯や水源地域に分布しています。あなたは、

　　　　このような国有林に今後、どのような働きを期待しますか。この中から１つだけお答えください。」と聞いている。

平 成 11 年 ７ 月 調 査

安

定

的

に

木

材

を

供

給

す

る

森

林

土
砂
災
害
防
止
や
水
資
源
の
確
保
な
ど
を

目
指
す
森
林

平 成 15 年 12 月 調 査

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

貴

重

な

天

然

林

な

ど

野

生

動

植

物

の

保

護
・
管
理
を
図
る
森
林
（

注
１
）

そ

の

他

レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ

ン
や
教
育
の
場
な
ど
、

国
民
に
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供

す
る
森
林
（

注
２
）

該

当

者

数
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（３）森林づくりボランティア活動への参加機会 

問８. あなたは、どのような機会があれば植樹や下草刈りなどの森林づくりのボランティア活
動に参加したいと思いますか。（○は 1 つ） 

 

令和５年 10 月 

・家族や知人・友人から誘われれば参加したい     26.5％ 

・学校・職場から案内があれば参加したい      6.1％ 

・企業・団体から案内があれば参加したい      3.4％ 

・インターネットや広報誌に掲載されていれば参加したい     2.2％ 

・居住地の近隣で開催されていれば参加したい     19.5％ 

・観光地・史跡名勝で開催されていれば参加したい      5.0％ 

 

・森林づくりのボランティア活動に参加しようと思わない      31.5％ 

 

 

 
 
 
 
 
  

総 数 ( 1,624 人)

〔 性 〕

男 性 ( 785 人)

女 性 ( 839 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 149 人)

30 ～ 39 歳 ( 165 人)

40 ～ 49 歳 ( 264 人)

50 ～ 59 歳 ( 295 人)

60 ～ 69 歳 ( 289 人)

70 歳 以 上 ( 462 人)

（該当者数）

35.6 

30.9 

25.8 

32.5 

28.0 

17.7 

13.4 

13.3 

9.8 

6.1 

3.8 

0.4 

4.0 

3.6 

4.5 

3.4 

2.8 

3.0 

1.3 

2.4 

3.4 

3.4 

2.8 

0.6 

6.7 

12.1 

16.7 

16.9 

21.5 

28.4 

8.1

5.5

5.3

6.4

4.2

3.5

2.0 

1.8 

1.5 

4.4 

3.5 

4.5 

27.5

28.5

31.8

25.8

30.1

38.1

1.3 

1.8 

1.1 

1.0 

3.5 

3.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

23.3 

29.6 

6.6 

5.6 

4.3 

2.6 

1.8 

2.6 

20.1 

19.0 

5.2

4.9

3.1

3.6

33.4

29.7

2.2

2.5

無回答

26.5 6.1 

3.4 2.2 

19.5 

5.0 3.3

31.5 2.3

家族や知人・友人
から誘われれば
参加したい

企業・団体から
案内があれば
参加したい その他

森林づくりのボラン
ティア活動に参加
しようと思わない

学校・職場から
案内があれば
参加したい

観光地・史跡名勝で
開催されていれば
参加したい

インターネットや
広報誌に掲載されて
いれば参加したい

居住地の近隣で
開催されていれば
参加したい
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表８ 森林づくりボランティア活動への参加機会 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

該

当

者

数

家
族
や
知
人
・
友
人
か
ら
誘
わ
れ

れ
ば
参
加
し
た
い

学
校
・
職
場
か
ら
案
内
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
い

企
業
・
団
体
か
ら
案
内
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
い

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
や
広
報
誌
に
掲

載
さ
れ
て
い
れ
ば
参
加
し
た
い

居
住
地
の
近
隣
で
開
催
さ
れ
て
い

れ
ば
参
加
し
た
い

観
光
地
・
史
跡
名
勝
で
開
催
さ
れ

て
い
れ
ば
参
加
し
た
い

そ

の

他

森
林
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活

動
に
参
加
し
よ
う
と
思
わ
な
い

無

回

答

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624  26.5   6.1   3.4   2.2   19.5   5.0   3.3   31.5   2.3   

460  27.6   7.0   3.0   2.0   18.9   5.0   3.5   31.1   2.0   

東 京 都 区 部 114  30.7   5.3   1.8   5.3   21.1   5.3   3.5   26.3   0.9   

政 令 指 定 都 市 346  26.6   7.5   3.5   0.9   18.2   4.9   3.5   32.7   2.3   

644  27.8   6.1   3.3   2.5   17.7   6.7   3.4   30.6   2.0   

368  23.4   6.5   4.9   2.7   20.9   3.0   3.3   32.3   3.0   

152  25.7   2.6   2.0   0.7   25.7   3.3   2.6   34.2   3.3   

785  23.3   6.6   4.3   1.8   20.1   5.2   3.1   33.4   2.2   

839  29.6   5.6   2.6   2.6   19.0   4.9   3.6   29.7   2.5   

149  35.6   13.4   4.0   1.3   6.7   8.1   2.0   27.5   1.3   

165  30.9   13.3   3.6   2.4   12.1   5.5   1.8   28.5   1.8   

264  25.8   9.8   4.5   3.4   16.7   5.3   1.5   31.8   1.1   

295  32.5   6.1   3.4   3.4   16.9   6.4   4.4   25.8   1.0   

289  28.0   3.8   2.8   2.8   21.5   4.2   3.5   30.1   3.5   

462  17.7   0.4   3.0   0.6   28.4   3.5   4.5   38.1   3.7   

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

女 性
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ア 森林づくりボランティア活動への参加意向 

（問８で「家族や知人・友人から誘われれば参加したい」、「学校・職場から案内があれば参加し

たい」、「企業・団体から案内があれば参加したい」、「インターネットや広報誌に掲載されて

いれば参加したい」、「居住地の近隣で開催されていれば参加したい」、「観光地・史跡名勝で

開催されていれば参加したい」、「その他」と答えた者に） 

問９. どのような形で森林づくりのボランティア活動に参加したいと思いますか。      
（○は 1 つ） 

 

令和５年 10 月 

・地方公共団体やボランティア活動を行っている団体などが実施する森林づくりの 

イベントなどに参加したい       55.8％ 

・ボランティア活動を行っている団体に所属して、森林づくりの活動のみに参加したい  3.4％ 

・ボランティア活動を行っている団体に所属して、森林についての環境教育の取組、 

農山村の振興の取組などをしながら、森林づくりの活動に参加したい    6.0％ 

・ボランティア活動を行っている団体に所属せず、個人や仲間で独自に森林づくりの 

ボランティア活動を行いたい              28.4％ 

 

 

 
  

（森林づくりのボランティア活動に参加したいと思うと答えた者に）

総 数 ( 1,075 人)

〔 性 〕

男 性 ( 506 人)

女 性 ( 569 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 106 人)

30 ～ 39 歳 ( 115 人)

40 ～ 49 歳 ( 177 人)

50 ～ 59 歳 ( 216 人)

60 ～ 69 歳 ( 192 人)

70 歳 以 上 ( 269 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

50.4 

60.6 

3.2 

3.7 

6.1 

6.0 

35.8 

21.8 

3.6 

4.2 

1.0 

3.7 

70.8 

61.7 

71.2 

60.2 

53.1 

35.7 

4.7 

3.5 

1.7 

4.2 

3.1 

3.7 

5.7 

3.5 

5.6 

5.6 

7.3 

7.1 

16.0 

29.6 

18.6 

27.3 

29.7 

39.0 

1.9 

0.9 

2.3 

2.3 

4.2 

8.2 

0.9

0.9

0.6

0.5

2.6

6.3

無回答

55.8 

3.4 

6.0 28.4 

3.9 

2.4

地方公共団体や
ボランティア活動
を行っている団体
などが実施する森
林づくりのイベント
などに参加したい

ボランティア活動を
行っている団体に
所属して、森林づく
りの活動のみに
参加したい

ボランティア活動を
行っている団体に
所属せず、個人や
仲間で独自に森林
づくりのボランティア
活動を行いたい

その他

ボランティア活動を
行っている団体に所属
して、森林についての
環境教育の取組、農山
村の振興の取組などを
しながら、森林づくりの
活動に参加したい
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表９ 森林づくりボランティア活動への参加意向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表９－参考１ 森林づくりボランティア活動への参加意向 

 
  

（森林づくりのボランティア活動に参加したいと思うと答えた者に）

該

当

者

数

地
方
公
共
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活

動
を
行
っ

て
い
る
団
体
な
ど
が
実
施

す
る
森
林
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ

て
い
る

団
体
に
所
属
し
て
、

森
林
づ
く
り
の

活
動
の
み
に
参
加
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ

て
い
る

団
体
に
所
属
し
て
、

森
林
に
つ
い
て

の
環
境
教
育
の
取
組
、

農
山
村
の
振

興
の
取
組
な
ど
を
し
な
が
ら
、

森
林

づ
く
り
の
活
動
に
参
加
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ

て
い
る

団
体
に
所
属
せ
ず
、

個
人
や
仲
間
で

独
自
に
森
林
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
た
い

そ

の

他

無

回

答

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,075  55.8   3.4   6.0   28.4   3.9   2.4   

308  55.5   2.6   6.2   29.2   3.2   3.2   

東 京 都 区 部 83  49.4   3.6   6.0   33.7   2.4   4.8   

政 令 指 定 都 市 225  57.8   2.2   6.2   27.6   3.6   2.7   

434  59.2   3.0   6.2   26.3   3.5   1.8   

238  52.5   5.0   4.2   31.5   4.6   2.1   

95  49.5   4.2   9.5   27.4   6.3   3.2   

506  50.4   3.2   6.1   35.8   3.6   1.0   

569  60.6   3.7   6.0   21.8   4.2   3.7   

106  70.8   4.7   5.7   16.0   1.9   0.9   

115  61.7   3.5   3.5   29.6   0.9   0.9   

177  71.2   1.7   5.6   18.6   2.3   0.6   

216  60.2   4.2   5.6   27.3   2.3   0.5   

192  53.1   3.1   7.3   29.7   4.2   2.6   

269  35.7   3.7   7.1   39.0   8.2   6.3   

女 性

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

該

当

者

数

地
方
公
共
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を

行
っ

て
い
る
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
森
林
づ

く
り
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
に

所
属
し
て
、

森
林
づ
く
り
の
活
動
の
み
に
参

加
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
に

所
属
し
て
、

森
林
に
つ
い
て
の
環
境
教
育
の

取
組
、

農
山
村
の
振
興
の
取
組
な
ど
を
し
な

が
ら
、

森
林
づ
く
り
の
活
動
に
参
加
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
に

所
属
せ
ず
、

個
人
や
仲
間
で
独
自
に
森
林
づ

く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
た
い

い

ず

れ

も

参

加

し

た

く

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,546  16.8   4.4   7.0   11.9   56.5   1.5   1.9   

（注１）「あなたは、下草刈りや間伐などの森林づくりのボランティア活動に参加したいと思いますか。また、どのような形で参加

　　　　したいと思いますか。この中から１つだけお答えください。」と聞いている。

（注２）令和元年10月調査までは、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

令 和 元 年 10 月 調 査
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表９－参考２ 希望する参加形態 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表９－参考３ 希望する参加形態 

 

 

 

  

（ボランティア活動に、「参加したい」、「どちらかといえば参加したい」と答えた者に）

人 ％ ％ ％ ％ ％ 

1,001    41.7    45.8    10.4    0.7    1.5    

935    36.1    50.9    10.2    1.4    1.4    

（注１）平成19年５月調査では、「団体の加入などは行わず、自分たちだけで独自に活動」となっている。

（注２）「それでは、どのような形で森林づくりのボランティア活動を行いたいと思いますか。この中から１つだけお答え

　　　　ください。」と聞いている。

平 成 23 年 12 月 調 査

平 成 19 年 ５ 月 調 査

そ

の

他

該

当

者

数

わ

か

ら

な

い

森
林
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

を
実
施
し
て
い
る
団
体
の
活
動
に

参
加

団
体
へ
の
加
入
な
ど
は
行
わ
ず
、

自
分
た
ち
だ
け
で
独
自
に
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

注
１
）

職
場
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
呼

び
か
け
て
い
る
森
林
づ
く
り
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加

（ボランティア活動に、「参加したい」、「どちらかといえば参加したい」と答えた者に）

人 ％ ％ ％ ％ ％ 

861    29.4    55.4    11.6    1.7    1.9    

（注）「それでは、どのような形で森林づくりのボランティア活動を行いたいと思いますか。この中から１つだけお答え

　　　ください。」と聞いている。

平 成 15 年 12 月 調 査

そ

の

他

該

当

者

数

わ

か

ら

な

い

森
林
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
に

加
入
し
て
活
動

団
体
の
加
入
な
ど
は
行
わ
ず
、

自
分
た
ち
だ
け
で
独
自
に
活
動

職
場
や
地
方
自
治
体
な
ど
が
呼

び
か
け
て
い
る
森
林
づ
く
り
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
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３ 木材の利用 

 （１）木材利用の可否 

問 10. あなたは、様々な建物や製品に木材を利用すべきと思いますか。あるいは利用すべきで

はないと思いますか。（〇は１つ） 

 

令和５年 10 月 

利用すべきである（小計） 90.6％ 

・利用すべきである 45.4％ 

・どちらかといえば利用すべきである 45.3％ 

利用すべきではない（小計） 7.1％ 

・どちらかといえば利用すべきではない 6.2％ 

・利用すべきではない 0.9％ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

総 数 ( 1,624 人)

〔 性 〕

男 性 ( 785 人)

女 性 ( 839 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 149 人)

30 ～ 39 歳 ( 165 人)

40 ～ 49 歳 ( 264 人)

50 ～ 59 歳 ( 295 人)

60 ～ 69 歳 ( 289 人)

70 歳 以 上 ( 462 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

52.7 

38.5 

39.4 

50.8 

1.5 

2.9 

5.4 

7.0 

1.0 

0.8 

35.6 

32.7 

41.7 

45.1 

46.4 

54.8 

49.7 

53.3 

46.2 

48.8 

45.0 

38.3 

2.7 

1.2 

1.9 

0.3 

2.4 

3.7 

10.7 

11.5 

8.7 

4.7 

5.5 

2.8 

1.3 

1.2 

1.5 

1.0 

0.7 

0.4 

無回答

45.4 45.3 

2.2 

6.2 0.9 

利用すべきである（小計）90.6 利用すべきではない（小計）7.1

利用すべき
である

どちらかといえば
利用すべきである

どちらかといえば
利用すべきではない

利用すべき
ではない
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表 10 木材利用の可否 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 10－参考 木材利用の可否 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利

用

す

べ

き

で

あ

る

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば

利
用

す
べ
き
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば

利
用

す
べ
き
で
は
な
い

利

用

す

べ

き

で

は

な

い

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624  90.6   45.4   45.3   7.1   6.2   0.9   2.2   

460  89.3   42.4   47.0   8.9   7.4   1.5   1.7   

東 京 都 区 部 114  93.9   50.0   43.9   4.4   3.5   0.9   1.8   

政 令 指 定 都 市 346  87.9   39.9   48.0   10.4   8.7   1.7   1.7   

644  91.6   45.5   46.1   7.0   6.5   0.5   1.4   

368  90.2   49.5   40.8   6.0   4.9   1.1   3.8   

152  91.4   44.1   47.4   5.3   4.6   0.7   3.3   

785  92.1   52.7   39.4   6.4   5.4   1.0   1.5   

839  89.3   38.5   50.8   7.9   7.0   0.8   2.9   

149  85.2   35.6   49.7   12.1   10.7   1.3   2.7   

165  86.1   32.7   53.3   12.7   11.5   1.2   1.2   

264  87.9   41.7   46.2   10.2   8.7   1.5   1.9   

295  93.9   45.1   48.8   5.8   4.7   1.0   0.3   

289  91.3   46.4   45.0   6.2   5.5   0.7   2.4   

462  93.1   54.8   38.3   3.2   2.8   0.4   3.7   

総 数

利

用

す

べ

き

で

は

な

い

　
　
　
　
　
 
 
（

小

計
）

18 ～ 29 歳

無

回

答

該

当

者

数

利

用

す

べ

き

で

あ

る

　
　
　
　
　
 
 
（

小

計
）

大 都 市

中 都 市

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

70 歳 以 上

40 ～ 49 歳

小 都 市

町 村

30 ～ 39 歳

〔 性 〕

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

男 性

女 性

利

用

す

べ

き

で

あ

る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
利
用

す
べ
き
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
利
用

す
べ
き
で
は
な
い

あ
ま
り
利
用
す
べ
き
で
は

な
い

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,546  88.9   53.8   35.2   7.7   5.9   1.8   3.4   

（注）令和元年10月調査では、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

利

用

す

べ

き

で

は

な

い

　
　
　
　
　
 
 
（

小

計
）

令 和 元 年 10 月 調 査

わ

か

ら

な

い

該

当

者

数

利

用

す

べ

き

で

あ

る

　
　
　
　
　
 
 
（

小

計
）
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ア 木材を利用すべきと思う理由 

（問 10 で「利用すべきである」、「どちらかといえば利用すべきである」と答えた者に） 

問 11. 利用すべきと思う理由は何ですか。（〇はいくつでも） 

 

（上位５項目） 

令和５年 10 月 

・触れた時にぬくもりが感じられるため      64.8％ 

・気持ちが落ち着くため             51.7％ 

・日本らしさを感じるため                        47.4％ 

・香りが良いため             41.0％ 

・植林することにより、再生産できる資材であるため        39.9％ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

様々な建物や製品に木材を「利用すべきである」、「どちら　

かといえば利用すべきである」と答えた者に、複数回答　　　

触れた時にぬくもりが感じられるため

気 持 ち が 落 ち 着 く た め

日 本 ら し さ を 感 じ る た め

香 り が 良 い た め

植林することにより、再生産できる資材である
ため

林業や農山村地域の振興に貢献するため

長年にわたって使用できる印象があるため

二酸化炭素の排出量が少なく抑えられ、地球
温暖化防止に貢献するため

他の素材と比べて怪我をしにくい印象がある
ため

格 好 が 良 い と 感 じ る た め

価 格 が 安 い 印 象 が あ る た め

そ の 他

無 回 答

64.8

51.7

47.4

41.0

39.9

31.4

29.1

26.0

9.9

9.4

3.1

2.1

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70

総 数 （n=1,472人、M.T.=356.4%)

(%)



 
 

 - 27 -

表 11 木材を利用すべきと思う理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 11－参考 木材を利用すべきと思う理由 

 
 
 
 
 

 

  

様々な建物や製品に木材を「利用すべきである」、「どちら　

かといえば利用すべきである」と答えた者に、複数回答　　　

該

当

者

数

触
れ
た
時
に
ぬ
く
も
り
が
感
じ

ら
れ
る
た
め

気

持

ち

が

落

ち

着

く

た

め

日

本

ら

し

さ

を

感

じ

る

た

め

香

り

が

良

い

た

め

植
林
す
る
こ
と
に
よ
り
、

再
生

産
で
き
る
資
材
で
あ
る
た
め

林
業
や
農
山
村
地
域
の
振
興
に

貢
献
す
る
た
め

長
年
に
わ
た
っ

て
使
用
で
き
る

印
象
が
あ
る
た
め

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
少
な

く
抑
え
ら
れ
、

地
球
温
暖
化
防

止
に
貢
献
す
る
た
め

他
の
素
材
と
比
べ
て
怪
我
を
し

に
く
い
印
象
が
あ
る
た
め

格

好

が

良

い

と

感

じ

る

た

め

価
格
が
安
い
印
象
が
あ
る
た
め

そ

の

他

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,472 64.8 51.7 47.4 41.0 39.9 31.4 29.1 26.0 9.9 9.4 3.1 2.1 0.7 356.4

411 61.8 48.2 48.2 38.7 38.0 34.1 29.4 26.5 10.9 10.0 3.9 2.2 1.0 352.8

東 京 都 区 部 107 66.4 53.3 46.7 43.0 38.3 39.3 29.0 22.4 9.3 5.6 5.6 2.8 0.9 362.6

政令指定都市 304 60.2 46.4 48.7 37.2 37.8 32.2 29.6 28.0 11.5 11.5 3.3 2.0 1.0 349.3

590 63.2 52.9 46.9 41.0 39.8 32.0 29.7 26.3 9.7 9.8 2.2 1.9 0.7 356.1

332 67.2 54.2 47.3 45.5 42.2 27.7 27.7 24.1 8.7 9.3 3.3 2.4 0.6 360.2

139 74.8 51.1 47.5 36.7 40.3 29.5 28.8 28.1 10.1 5.8 4.3 2.2     - 359.0

723 60.3 48.8 48.1 41.4 41.1 31.5 26.1 24.1 9.4 7.3 3.9 1.5 1.1 344.7

749 69.2 54.5 46.7 40.6 38.7 31.2 31.9 27.9 10.3 11.3 2.4 2.7 0.3 367.7

127 49.6 52.0 43.3 55.9 20.5 18.1 26.8 14.2 5.5 12.6 3.9 2.4 0.8 305.5

142 62.7 47.2 50.0 45.1 25.4 21.1 35.9 14.1 11.3 16.2 5.6 2.8 0.7 338.0

232 61.6 48.7 52.6 42.2 34.9 30.6 30.6 22.4 10.3 15.1 1.3 2.6     - 353.0

277 69.3 56.0 43.3 43.7 35.7 32.1 33.6 24.5 11.2 9.7 3.2 3.6 0.4 366.4

264 66.7 53.0 45.1 39.8 46.6 33.3 24.2 27.3 9.8 4.9 1.1 1.9 0.4 354.2

430 67.7 51.2 49.1 33.5 51.6 37.4 26.7 35.6 9.5 5.6 4.2 0.7 1.4 374.2

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔年 齢〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

女 性

（様々な建物や製品に木材を「利用すべきである」、「どちらかといえば利用すべきである」と答えた者に、複数回答）

該

当

者

数

触
れ
た
時
に
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら

れ
る
た
め

気

持

ち

が

落

ち

着

く

た

め

日

本

ら

し

さ

を

感

じ

る

た

め

香

り

が

良

い

た

め

木
材
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

林
業

や
農
山
村
地
域
の
振
興
に
貢
献
す

る
た
め

長
年
に
わ
た
っ

て
使
用
で
き
る
印

象
が
あ
る
た
め

木
材
は
、

製
造
す
る
時
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
が
他
の
資
材
に
比
べ

て
少
な
く
、

地
球
温
暖
化
防
止
に

貢
献
す
る
た
め

木

材

は
、

植

林

す

る

こ

と

に

よ

り
、

再
生
産
で
き
る
資
材
で
あ
る

た
め

他
の
素
材
と
比
べ
て
怪
我
を
し
に

く
い
印
象
が
あ
る
た
め

格

好

が

良

い

と

感

じ

る

た

め

価

格

が

安

い

印

象

が

あ

る

た

め

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,375   62.7  57.8  49.5  40.7  28.0  22.8  20.7  18.6  10.1  7.7  3.6  0.7  0.3  0.1  323.2  

（注１）「あなたが利用すべきと思う理由は何ですか。この中からいくつでもあげてください。」と聞いている。

（注２）令和元年10月調査では、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

令和元年10月調査
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イ 木材を利用すべきではないと思う理由 

（問 10 で「どちらかといえば利用すべきではない」、「利用すべきではない」と答えた者に） 

問 12. 利用すべきではないと思う理由は何ですか。（〇はいくつでも） 

 

（上位６項目） 

令和５年 10 月 

・森林破壊につながる印象があるため               65.5％ 

・火に弱い印象があるため                    29.3％ 

・森林は保護するものだと学校で習ったため         25.9％ 

・劣化しやすい印象があるため       23.3％ 

・地震に弱い印象があるため                       15.5％ 

・手入れが面倒な印象があるため         12.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

様々な建物や製品に木材を「どちらかといえば利用すべきでは　

ない」、「利用すべきではない」と答えた者に、複数回答　　　

森林破壊につながる印象があるため

火 に 弱 い 印 象 が あ る た め

森林は保護するものだと学校で習ったため

劣 化 し や す い 印 象 が あ る た め

地 震 に 弱 い 印 象 が あ る た め

手 入 れ が 面 倒 な 印 象 が あ る た め

価 格 が 高 い 印 象 が あ る た め

そ の 他

無 回 答

65.5

29.3

25.9

23.3

15.5

12.9

6.0

4.3

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70

総 数 （n=116人、M.T.=183.6%)

(%)
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表 12 木材を利用すべきではないと思う理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 12－参考 木材を利用すべきではないと思う理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

様々な建物や製品に木材を「どちらかといえば利用すべきでは　

ない」、「利用すべきではない」と答えた者に、複数回答　　　

該

当

者

数

森
林
破
壊
に
つ
な
が
る
印
象
が
あ
る

た
め

火

に

弱

い

印

象

が

あ

る

た

め

森
林
は
保
護
す
る
も
の
だ
と
学
校
で

習
っ

た
た
め

劣
化

し
や
す

い

印

象

が

あ

る

た

め

地

震

に

弱

い

印

象

が

あ

る

た

め

手
入
れ
が
面
倒
な
印
象
が
あ
る
た
め

価

格

が

高

い

印

象

が

あ

る

た

め

そ

の

他

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

116 65.5  29.3  25.9  23.3  15.5  12.9  6.0  4.3  0.9  183.6

41 63.4  29.3  31.7  36.6  14.6  14.6  7.3  4.9      - 202.4

東 京 都 区 部 5 80.0  40.0  40.0  80.0  20.0  20.0  20.0      -     - 300.0

政 令 指 定 都 市 36 61.1  27.8  30.6  30.6  13.9  13.9  5.6  5.6      - 188.9

45 62.2  37.8  24.4  17.8  17.8  4.4  4.4  4.4      - 173.3

22 72.7  22.7  27.3  13.6  18.2  27.3  4.5      - 4.5  190.9

8 75.0      -     - 12.5      - 12.5  12.5  12.5      - 125.0

50 52.0  28.0  20.0  28.0  12.0  12.0  6.0  8.0  2.0  168.0

66 75.8  30.3  30.3  19.7  18.2  13.6  6.1  1.5      - 195.5

18 66.7  22.2  33.3  33.3  5.6  11.1      - 11.1      - 183.3

21 57.1  42.9  38.1  38.1  23.8  9.5      -     -     - 209.5

27 81.5  25.9  11.1  18.5  7.4  11.1  14.8  3.7      - 174.1

17 64.7  17.6  23.5  17.6  11.8  11.8  5.9      -     - 152.9

18 61.1  22.2  33.3  22.2  22.2  22.2  11.1  5.6      - 200.0

15 53.3  46.7  20.0  6.7  26.7  13.3      - 6.7  6.7  180.0

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

女 性

様々な建物や製品に木材を「どちらかといえば利用すべきではない」、　

「あまり利用すべきではない」と答えた者に、複数回答　　　　　　　　

該

当

者

数

森
林
破
壊
に
つ
な
が
る
印
象
が
あ
る

た
め

火

に

弱

い

印

象

が

あ

る

た

め

地

震

に

弱

い

印

象

が

あ

る

た

め

劣

化

し

や

す

い

印

象

が

あ

る

た

め

価

格

が

高

い

印

象

が

あ

る

た

め

手
入
れ
が
面
倒
な
印
象
が
あ
る
た
め

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

119 63.0  35.3  30.3  24.4  15.1  8.4  0.8  1.7  0.8  179.8

（注１）「あなたが利用すべきではないと思う理由は何ですか。この中からいくつでもあげてください。」と聞いている。

（注２）令和元年10月調査では、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

令 和 元 年 10 月 調 査
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 （２）木材製品購入の際の産地についての意向 

問 13．あなたは木材を使った製品を購入する場合、原料となった木材の産地についてどのよう

なことを意識しますか。（○は 1 つ） 

 

令和５年 10 月 

・国産材を使用していること                   31.3％ 

・国産材のうち生産された地域が明らかであること          9.7％ 

・輸入材を使用していること         0.7％ 

・輸入材のうち生産された地域が明らかであること          1.8％ 

・産地は特に意識しない                    55.7％ 

 

 

 
 
 
 
 
  

総 数 ( 1,624 人)

〔 性 〕

男 性 ( 785 人)

女 性 ( 839 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 149 人)

30 ～ 39 歳 ( 165 人)

40 ～ 49 歳 ( 264 人)

50 ～ 59 歳 ( 295 人)

60 ～ 69 歳 ( 289 人)

70 歳 以 上 ( 462 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

28.4 

34.1 

10.4 

9.1 

1.1 

0.4 

1.7 

1.9 

57.6 

53.9 

0.8

0.7

15.4 

29.1 

26.5 

27.1 

30.8 

43.1 

6.7 

6.7 

7.6 

10.5 

9.7 

12.6 

0.7 

-

0.8 

0.3 

0.3 

1.5 

0.7 

1.2 

1.5 

2.7 

2.4 

1.5 

76.5 

62.4 

63.6 

58.6 

56.4 

39.6 

-

0.6 

-

0.7 

0.3 

1.7 

無回答

31.3 9.7 

0.7 1.8 

55.7 0.7

国産材を
使用して
いること

国産材のうち
生産された
地域が明らか
であること

産地は特に
意識しない

輸入材のうち
生産された
地域が明らか
であること

輸入材を
使用して
いること
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表 13 木材製品購入の際の産地についての意向 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 13－参考 木材の産地についての意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

該

当

者

数

国
産
材
を
使
用

し

て

い

る

こ

と

国
産
材
の
う
ち
生
産
さ
れ
た
地
域

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

輸
入
材
を
使
用

し

て

い

る

こ

と

輸
入
材
の
う
ち
生
産
さ
れ
た
地
域

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

産

地

は

特

に

意

識

し

な

い

無

回

答

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624  31.3   9.7   0.7   1.8   55.7   0.7   

460  28.0   9.3   1.5   2.0   58.3   0.9   

東 京 都 区 部 114  30.7   9.6   0.9   2.6   55.3   0.9   

政 令 指 定 都 市 346  27.2   9.2   1.7   1.7   59.2   0.9   

644  32.6   10.7           - 1.7   54.2   0.8   

368  32.3   8.7   1.1   1.4   55.7   0.8   

152  33.6   9.2   0.7   2.6   53.9           -

785  28.4   10.4   1.1   1.7   57.6   0.8   

839  34.1   9.1   0.4   1.9   53.9   0.7   

149  15.4   6.7   0.7   0.7   76.5           -

165  29.1   6.7           - 1.2   62.4   0.6   

264  26.5   7.6   0.8   1.5   63.6           -

295  27.1   10.5   0.3   2.7   58.6   0.7   

289  30.8   9.7   0.3   2.4   56.4   0.3   

462  43.1   12.6   1.5   1.5   39.6   1.7   

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

女 性

該

当

者

数

国

産

材

を

使

用

し

て

い

る

こ

と

国
産
材
の
う
ち
生
産
さ
れ
た
地
域

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

輸

入

材

を

使

用

し

て

い

る

こ

と

輸
入
材
の
う
ち
生
産
さ
れ
た
地
域

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

産

地

は

特

に

意

識

し

な

い

わ

か

ら

な

い

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,546  38.7   11.1   0.9   2.5   45.3   1.5   

（注１）「あなたが木材を使った製品を購入する場合、木材の産地について、どのようなことを意識しますか。あなたの考えに

　　　　もっとも近いものを１つだけお答えください。」と聞いている。

（注２）令和元年10月調査では、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

令 和 元 年 10 月 調 査
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ア 木材の産地を気にする理由 

（問 13 で「国産材を使用していること」、「国産材のうち生産された地域が明らかであること」、

「輸入材を使用していること」、「輸入材のうち生産された地域が明らかであること」と答え

た者に） 

問 14. 木材を使った製品を購入する際に産地を気にする理由は何ですか。（〇はいくつでも） 

 

（上位３項目） 

令和５年 10 月 

・産地がわかることで安心感が得られるため        67.4％ 

・産地によって、材質が異なるため        37.4％ 

・産地によって、森林環境への影響や負荷が異なるため       18.1％ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

木材を使った製品を購入する場合、意識することを「国産材を使用していること」、「国産　

材のうち生産された地域が明らかであること」、「輸入材を使用していること」、「輸入材　

のうち生産された地域が明らかであること」と答えた者に、複数回答　　　　　　　　　　　

産地がわかることで安心感が得られるため

産 地 に よ っ て 、 材 質 が 異 な る た め

産地によって、森林環境への影響や負荷が
異なるため

産地によって、木材の輸送時の二酸化炭素
排出量が異なるため

そ の 他

特 に 理 由 は な い

無 回 答

67.4

37.4

18.1

6.6

3.8

6.5

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

総 数 （n=708人、M.T.=140.5%)

(%)
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表 14 木材の産地を気にする理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

  

木材を使った製品を購入する場合、意識することを「国産材を使用していること」、「国産　

材のうち生産された地域が明らかであること」、「輸入材を使用していること」、「輸入材　

のうち生産された地域が明らかであること」と答えた者に、複数回答　　　　　　　　　　　

該

当

者

数

産
地
が
わ
か
る
こ
と
で
安
心
感

が
得
ら
れ
る
た
め

産
地
に
よ
っ

て
、

材
質
が
異
な

る
た
め

産
地
に
よ
っ

て
、

森
林
環
境
へ

の
影
響
や
負
荷
が
異
な
る
た
め

産
地
に
よ
っ

て
、

木
材
の
輸
送

時
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
異

な
る
た
め

そ

の

他

特

に

理

由

は

な

い

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

708  67.4  37.4  18.1  6.6  3.8  6.5  0.7  140.5  

188  61.2  39.4  22.3  8.0  5.9  4.8        - 141.5  

東 京 都 区 部 50  48.0  32.0  28.0  8.0  10.0  6.0        - 132.0  

政 令 指 定 都 市 138  65.9  42.0  20.3  8.0  4.3  4.3        - 144.9  

290  70.7  35.5  17.9  6.9  3.8  7.2  1.4  143.4  

160  69.4  41.9  15.6  4.4  3.1  4.4  0.6  139.4  

70  65.7  30.0  12.9  7.1        - 12.9        - 128.6  

327  63.9  41.6  18.7  5.5  3.4  6.7  0.6  140.4  

381  70.3  33.9  17.6  7.6  4.2  6.3  0.8  140.7  

35  71.4  34.3  14.3  8.6  8.6  2.9        - 140.0  

61  70.5  37.7  11.5  3.3  4.9  4.9        - 132.8  

96  71.9  27.1  20.8  6.3  4.2  7.3        - 137.5  

120  63.3  36.7  16.7  6.7  3.3  5.0  0.8  132.5  

125  67.2  36.8  19.2  6.4  6.4  5.6  1.6  143.2  

271  66.4  42.1  19.2  7.4  1.8  8.1  0.7  145.8  

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

女 性
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イ 木材の産地を意識しない理由 

（問 13 で「産地は特に意識しない」と答えた者に） 

問 15. 木材を使った製品を購入する際に産地を特に意識しない理由は何ですか。 
（〇はいくつでも） 

 

（上位３項目） 

令和５年 10 月 

・木材の産地よりも、商品のデザインや機能性を重視するため    62.6％ 

・木材の産地よりも、木材の色や触感といった特性を重視するため      44.5％ 

・木材の産地よりも、商品の価格を重視するため              33.5％ 

                        

・特に理由はない                    12.3％ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（木材を使った製品を購入する場合、「産地は特に意識しない」と答えた者に、複数回答）

木材の産地よりも、商品のデザインや
機能性を重視するため

木材の産地よりも、木材の色や触感と
いった特性を重視するため

木材の産地よりも、商品の価格を重視
するため

木材が使われてさえいればよいため

木材を使うものは、産地によらず環境
負荷が小さいと思うため

そ の 他

特 に 理 由 は な い

無 回 答

62.6

44.5

33.5

11.3

11.0

3.0

12.3

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70

総 数 （n=904人、M.T.=178.7%)

(%)
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表 15 木材の産地を意識しない理由 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（木材を使った製品を購入する場合、「産地は特に意識しない」と答えた者に、複数回答）

該

当

者

数

木
材
の
産
地
よ
り
も
、

商
品
の

デ
ザ
イ
ン
や
機
能
性
を
重
視
す

る
た
め

木
材
の
産
地
よ
り
も
、

木
材
の

色
や
触
感
と
い
っ

た
特
性
を
重

視
す
る
た
め

木
材
の
産
地
よ
り
も
、

商
品
の

価
格
を
重
視
す
る
た
め

木
材
が
使
わ
れ
て
さ
え
い
れ
ば

よ
い
た
め

木
材
を
使
う
も
の
は
、

産
地
に

よ
ら
ず
環
境
負
荷
が
小
さ
い
と

思
う
た
め

そ

の

他

特

に

理

由

は

な

い

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

904  62.6  44.5  33.5  11.3  11.0  3.0  12.3  0.6  178.7  

268  61.9  46.6  34.3  9.7  9.7  3.7  14.6  0.7  181.3  

東 京 都 区 部 63  63.5  54.0  34.9  4.8  7.9  6.3  9.5  1.6  182.5  

政 令 指 定 都 市 205  61.5  44.4  34.1  11.2  10.2  2.9  16.1  0.5  181.0  

349  67.3  45.3  33.2  13.2  11.2  2.3  10.3  0.3  183.1  

205  56.6  42.9  31.2  12.2  14.1  2.9  11.7  1.0  172.7  

82  59.8  37.8  37.8  6.1  6.1  3.7  14.6       - 165.9  

452  58.6  41.4  34.3  12.8  11.1  2.0  13.5  0.4  174.1  

452  66.6  47.6  32.7  9.7  10.8  4.0  11.1  0.7  183.2  

114  64.0  36.8  33.3  17.5  5.3  1.8  15.8       - 174.6  

103  66.0  50.5  37.9  9.7  1.9  2.9  11.7       - 180.6  

168  69.0  47.0  35.7  10.1  7.7  4.2  11.3  0.6  185.7  

173  63.0  53.2  34.7  8.7  11.6  4.0  9.2       - 184.4  

163  60.1  39.9  33.7  11.0  17.8  3.1  9.8       - 175.5  

183  55.7  39.3  27.9  12.0  15.8  1.6  16.4  2.2  171.0  

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

女 性

30 ～ 39 歳
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（３）木材製品購入の際の環境や社会的な観点の意向 

問 16. あなたは、木材を使った製品を購入する場合、環境や社会的な観点からどのようなこと

を意識しますか。（〇はいくつでも） 

 

（上位４項目） 

令和５年 10 月 

・原材料となる木材が法令などに適合して合法的に伐採されたものであること 37.8％ 

・持続的な森林経営がされた森林から生産されたものであること 25.3％ 

・多様な生物の生息環境の保全に配慮された森林から生産されたものであること 24.8％ 

・第三者機関が適切に管理されていると認めた森林から生産された森林認証材であること 21.2％ 

 

・特に意識しない 42.9％ 

 

 

 
 
 
 
 
  

（複数回答）　　　

原材料となる木材が法令などに適合して
合法的に伐採されたものであること

持続的な森林経営がされた森林から生
産されたものであること

多様な生物の生息環境の保全に配慮さ
れた森林から生産されたものであること

第三者機関が適切に管理されていると認
めた森林から生産された森林認証材であ
ること

生産・加工・流通工程において児童労働
や労働環境などの人権問題に配慮され
たものであること

そ の 他

特 に 意 識 し な い

無 回 答

37.8

25.3

24.8

21.2

16.3

0.7

42.9

1.0

0 10 20 30 40 50

総 数 （n=1,624人、M.T.=170.0%)

(%)
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表 16 木材製品購入の際の環境や社会的な観点の意向 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（複数回答）

該

当

者

数

原
材
料
と
な
る
木
材
が
法
令
な
ど

に
適
合
し
て
合
法
的
に
伐
採
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と

持
続
的
な
森
林
経
営
が
さ
れ
た
森

林
か
ら
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と

多
様
な
生
物
の
生
息
環
境
の
保
全

に
配
慮
さ
れ
た
森
林
か
ら
生
産
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

第
三
者
機
関
が
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
る
と
認
め
た
森
林
か
ら
生
産

さ
れ
た
森
林
認
証
材
で
あ
る
こ
と

生
産
・
加
工
・
流
通
工
程
に
お
い

て
児
童
労
働
や
労
働
環
境
な
ど
の

人
権
問
題
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と

そ

の

他

特

に

意

識

し

な

い

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624  37.8  25.3  24.8  21.2  16.3  0.7  42.9  1.0  170.0  

460  36.7  28.5  27.2  21.3  18.3  0.9  41.7  1.3  175.9  

東 京 都 区 部 114  41.2  40.4  28.9  25.4  24.6  0.9  34.2       - 195.6  

政 令 指 定 都 市 346  35.3  24.6  26.6  19.9  16.2  0.9  44.2  1.7  169.4  

644  38.8  24.4  26.1  21.7  16.5  0.5  43.6  0.8  172.4  

368  39.7  22.8  20.4  19.6  15.5  0.8  42.9  1.1  162.8  

152  32.2  25.7  23.0  23.0  11.2  0.7  43.4  0.7  159.9  

785  37.2  26.2  24.2  19.7  14.1  0.9  43.4  0.8  166.6  

839  38.4  24.4  25.4  22.6  18.2  0.5  42.4  1.2  173.2  

149  27.5  24.2  28.2  18.1  14.8       - 48.3       - 161.1  

165  29.1  21.8  27.9  16.4  15.2  0.6  50.9  0.6  162.4  

264  34.8  20.1  24.6  17.0  18.2  0.8  53.0       - 168.6  

295  40.3  24.1  26.8  22.0  16.3  0.7  42.4  1.0  173.6  

289  37.0  28.7  24.6  17.6  19.4  1.4  42.6  0.7  172.0  

462  44.8  28.6  21.6  28.1  14.1  0.4  33.1  2.2  172.9  

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

女 性

30 ～ 39 歳



 
 

 - 38 -

 （４）木造住宅か非木造住宅かの意向 

問 17. あなたが仮に、今後、住宅を建てたり買ったりする場合、どのような住宅を選びたいと

思いますか。（〇は１つ） 

 

令和５年 10 月 

・在来工法の木造による戸建住宅 48.2％ 

・ツーバイフォー工法など在来工法以外の木造による戸建住宅 18.4％ 

・木造によるマンションなど集合住宅 2.9％ 

・鉄筋、鉄骨、コンクリート造りなど非木造による戸建住宅 16.7％ 

・鉄筋、鉄骨、コンクリート造りなど非木造によるマンションなど集合住宅 12.4％ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

総 数 ( 1,624 人)

〔 性 〕

男 性 ( 785 人)

女 性 ( 839 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 149 人)

30 ～ 39 歳 ( 165 人)

40 ～ 49 歳 ( 264 人)

50 ～ 59 歳 ( 295 人)

60 ～ 69 歳 ( 289 人)

70 歳 以 上 ( 462 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

47.8 

48.5 

17.2 

19.5 

2.2 

3.6 

19.7 

13.8 

11.7 

13.0 

1.4

1.5

34.9 

40.6 

44.3 

45.1 

48.8 

58.9 

14.8 

17.0 

19.7 

23.4 

20.1 

15.2 

1.3 

3.0 

1.9 

1.0 

3.5 

4.8 

29.5 

20.0 

19.7 

16.9 

15.2 

10.4 

18.8 

18.8 

14.4 

12.5 

11.4 

7.4 

0.7 

0.6 

-

1.0 

1.0 

3.5 

無回答

48.2 18.4 

2.9 

16.7 12.4 1.5

在来工法の
木造による
戸建住宅

ツーバイフォー
工法など在来
工法以外の
木造による
戸建住宅

鉄筋、鉄骨、
コンクリート造り
など非木造に
よる戸建住宅

鉄筋、鉄骨、
コンクリート造り
など非木造に
よるマンション
など集合住宅

木造による
マンションなど
集合住宅
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表 17 木造住宅か非木造住宅かの意向 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 17－参考１ 木造住宅か非木造住宅かの意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 17－参考２ 木造住宅か非木造住宅か 

 

 

 

 

  

該

当

者

数

在
来
工
法
の
木
造
に
よ
る
戸
建

住
宅

ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー

工
法
な
ど
在

来
工
法
以
外
の
木
造
に
よ
る
戸

建
住
宅

木
造
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど

集
合
住
宅

鉄
筋
、

鉄
骨
、

コ
ン
ク
リ
ー

ト

造
り
な
ど
非
木
造
に
よ
る
戸
建

住
宅

鉄
筋
、

鉄
骨
、

コ
ン
ク
リ
ー

ト

造
り
な
ど
非
木
造
に
よ
る
マ
ン

シ
ョ

ン
な
ど
集
合
住
宅

無

回

答

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624  48.2   18.4   2.9   16.7   12.4   1.5   

460  36.5   16.5   4.1   18.5   22.6   1.7   

東 京 都 区 部 114  33.3   16.7   6.1   20.2   21.1   2.6   

政 令 指 定 都 市 346  37.6   16.5   3.5   17.9   23.1   1.4   

644  49.7   16.9   2.2   19.1   10.2   1.9   

368  54.1   21.2   3.5   13.9   6.3   1.1   

152  62.5   23.7   0.7   7.9   5.3           -

785  47.8   17.2   2.2   19.7   11.7   1.4   

839  48.5   19.5   3.6   13.8   13.0   1.5   

149  34.9   14.8   1.3   29.5   18.8   0.7   

165  40.6   17.0   3.0   20.0   18.8   0.6   

264  44.3   19.7   1.9   19.7   14.4           -

295  45.1   23.4   1.0   16.9   12.5   1.0   

289  48.8   20.1   3.5   15.2   11.4   1.0   

462  58.9   15.2   4.8   10.4   7.4   3.5   

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

女 性

該

当

者

数

木
造
住
宅
（

昔
か
ら
日
本
に
あ
る

在
来
工
法
の
も
の
）

木
造
住
宅
（

ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー

工

法
な
ど
在
来
工
法
以
外
の
も
の
）

非
木
造
住
宅
（

鉄
筋
、

鉄
骨
、

コ

ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
も
の
）

わ

か

ら

な

い

人 ％ ％ ％ ％ 

1,827   61.6   21.8   14.7   1.9   

1,843   56.0   24.7   15.4   3.8   

1,520   48.0   25.7   23.6   2.7   

1,546   47.6   26.0   23.7   2.7   

（注１）平成23年12月調査までは、「仮に、あなたが今後、住宅を建てたり、買ったりする場合、どんな住宅を選びたいと

　　　　思いますか。この中から１つだけお答えください。」と聞いている。

（注２）令和元年10月調査では、「あなたが仮に、今後、住宅を建てたり買ったりする場合、どのような住宅を選びたいと

　　　　思いますか。この中から１つだけお答えください。」と聞いている。

（注３）令和元年10月調査までは、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

平 成 19 年 ５ 月 調 査

平 成 23 年 12 月 調 査

令 和 元 年 10 月 調 査

令 和 元 年 10 月 調 査
（ う ち 20 歳 以 上 ）

人 ％ ％ ％ ％ 

2,358      72.5      9.4      14.1      4.0      

2,166      72.4      9.2      15.1      3.2      

2,282      69.1      12.5      15.1      3.3      

2,137      67.0      21.5      7.7      3.8      

2,113      60.0      20.4      12.8      6.8      

（注１）平成８年１月調査までは、「木造住宅（プレハブ工法など在来工法以外のもの）」となっている。

（注２）平成８年１月調査までは、「ところで仮に、今後新たに住宅を建てたり、買ったりするときに、この中のどんな住宅を

　　　　選びたいと思いますか。この中から１つだけお答えください。」と聞いている。

（注３）平成15年12月調査までは、「仮に、あなたが今後、新たに住宅を建てたり、買ったりする場合、どんな住宅を選びたい

　　　　と思いますか。この中から１つだけお答えください。」と聞いている。

（平成元年10月・平成11年７月・平成15年12月調査　森林と生活に関する世論調査）

（平成５年１月調査　森林とみどりに関する世論調査）

（平成８年１月調査　森林・林業に関する世論調査）

平 成 15 年 12 月 調 査

平 成 11 年 ７ 月 調 査

平 成 ８ 年 １ 月 調 査

平 成 ５ 年 １ 月 調 査

平 成 元 年 10 月 調 査

該

当

者

数

わ

か

ら

な

い

木
造
住
宅
（

昔
か
ら
日
本
に
あ
る

在
来
工
法
の
も
の
）

非
木
造
住
宅
（

鉄
筋
、

鉄
骨
、

コ

ン

ク

リ
ー

ト

造

り

の

も

の

）

木
造
住
宅
（

ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー

工

法
な
ど
在
来
工
法
以
外
の
も
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

注
１
）
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ア 非木造住宅を選ぶ理由 

（問 17 で「鉄筋、鉄骨、コンクリート造りなど非木造による戸建住宅」、「鉄筋、鉄骨、コンク

リート造りなど非木造によるマンションなど集合住宅」と答えた者に） 

問 18. 木造住宅よりも非木造住宅を選びたいと思う理由は何ですか。（〇はいくつでも） 

 

（上位４項目） 

令和５年 10 月 

・地震に強い印象があるため                   76.3％ 

・火に強い印象があるため            57.8％ 

・遮音性が高い印象があるため            44.9％ 

・劣化しにくい印象があるため          43.2％ 

 

 

 
  

今後、住宅を建てたり買ったりする場合、選びたい住宅を「鉄筋、鉄骨、コン　

クリート造りなど非木造による戸建住宅」、「鉄筋、鉄骨、コンクリート造り　

など非木造によるマンションなど集合住宅」と答えた者に、複数回答　　　　　

地 震 に 強 い 印 象 が あ る た め

火 に 強 い 印 象 が あ る た め

遮 音 性 が 高 い 印 象 が あ る た め

劣 化 し に く い 印 象 が あ る た め

省エネ性能が高い印象があるため

構造や意匠の設計の自由度が高い印象
があるため

品質の差が少ない印象があるため

価 格 が 安 い 印 象 が あ る た め

木造住宅は森林破壊につながる印象が
あるため

そ の 他

無 回 答

76.3 

57.8 

44.9 

43.2 

17.4 

12.1 

8.5 

6.8 

6.4 

4.4 

-

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

総 数 （n=472人、M.T.=277.8%)

(%)
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表 18 非木造住宅を選ぶ理由 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今後、住宅を建てたり買ったりする場合、選びたい住宅を「鉄筋、鉄骨、コン　

クリート造りなど非木造による戸建住宅」、「鉄筋、鉄骨、コンクリート造り　

など非木造によるマンションなど集合住宅」と答えた者に、複数回答　　　　　

該

当

者

数

地

震

に

強

い

印

象

が

あ

る

た

め

火

に

強

い

印

象

が

あ

る

た

め

遮
音
性
が
高
い
印
象
が
あ
る
た
め

劣
化
し
に
く
い
印
象
が
あ
る
た
め

省
エ
ネ
性
能
が
高
い
印
象
が
あ
る

た
め

構
造
や
意
匠
の
設
計
の
自
由
度
が

高
い
印
象
が
あ
る
た
め

品
質
の
差
が
少
な
い
印
象
が
あ
る

た
め

価

格

が

安

い

印

象

が

あ

る

た

め

木
造
住
宅
は
森
林
破
壊
に
つ
な
が

る
印
象
が
あ
る
た
め

そ

の

他

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

472 76.3 57.8 44.9 43.2 17.4 12.1 8.5 6.8 6.4 4.4     - 277.8

189 74.1 62.4 46.6 47.1 16.9 12.2 7.9 10.1 4.2 4.2     - 285.7

東 京 都 区 部 47 76.6 74.5 59.6 42.6 25.5 17.0     - 10.6 6.4 2.1     - 314.9

政 令 指 定 都 市 142 73.2 58.5 42.3 48.6 14.1 10.6 10.6 9.9 3.5 4.9     - 276.1

189 78.3 56.6 43.9 40.2 16.9 10.1 9.5 3.7 6.3 4.2     - 269.8

74 77.0 54.1 47.3 44.6 18.9 14.9 8.1 8.1 5.4 6.8     - 285.1

20 75.0 40.0 30.0 30.0 20.0 20.0 5.0     - 30.0     -     - 250.0

247 74.5 57.1 42.9 40.9 16.6 11.3 9.3 6.9 3.2 5.7     - 268.4

225 78.2 58.7 47.1 45.8 18.2 12.9 7.6 6.7 9.8 3.1     - 288.0

72 62.5 51.4 48.6 44.4 4.2 5.6 5.6     - 9.7     -     - 231.9

64 73.4 51.6 59.4 40.6 12.5 18.8 7.8 4.7 6.3 3.1     - 278.1

90 68.9 53.3 34.4 42.2 14.4 15.6 7.8 5.6 3.3 8.9     - 254.4

87 85.1 60.9 40.2 49.4 21.8 10.3 6.9 8.0 9.2 3.4     - 295.4

77 81.8 61.0 46.8 45.5 27.3 14.3 14.3 10.4 2.6 7.8     - 311.7

82 84.1 67.1 45.1 36.6 22.0 8.5 8.5 11.0 7.3 2.4     - 292.7

男 性

女 性

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村
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（５）施設への木材の利用 

問 19. あなたは、どのような施設に木材が利用されることを期待しますか。            
（○はいくつでも） 

 

（上位４項目） 

令和５年 10 月 

・幼稚園・保育所・認定こども園や、小・中学校などの教育施設   69.6％ 

・旅館、ホテルなどの宿泊施設              51.1％ 

・公設のスポーツ施設、図書館、公民館などの社会教育施設     45.4％ 

・病院などの医療施設や老人ホームなどの福祉施設             36.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

（複数回答）　　　

幼稚園・保育所・認定こども園や、小・中学
校などの教育施設

旅 館 、 ホ テ ル な ど の 宿 泊 施 設

公設のスポーツ施設、図書館、公民館など
の社会教育施設

病院などの医療施設や老人ホームなどの
福祉施設

国 、都道府県及び市区町村の庁舎

駅、空港、バスターミナルなどの旅客施設

コンビニ、客席数の少ない飲食店・美容室
などの小型店舗

オ フ ィ ス ビ ル

スーパー、デパート、ショッピングモールな
どの大型店舗

倉 庫

そ の 他

施設に木材が利用されることを期待しない

無 回 答

69.6

51.1

45.4

36.8

15.9

13.9

13.7

4.9

4.3

2.8

0.7

9.3

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

総 数 （n=1,624人、M.T.=269.6%)

(%)
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表 19 施設への木材の利用 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 19－参考 施設への木材の利用 

 

 

 

  

（複数回答）

該

当

者

数

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定

こ

ど

も

園

や
、

小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
施
設

旅

館
、

ホ

テ

ル

な

ど

の

宿

泊

施

設

公
設
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、

図
書
館
、

公

民
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設

病
院
な
ど
の
医
療
施
設
や
老
人
ホ
ー

ム

な
ど
の
福
祉
施
設

国
、

都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
の
庁
舎

駅
、

空
港
、

バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
ど
の

旅
客
施
設

コ
ン
ビ
ニ
、

客
席
数
の
少

な

い

飲

食

店
・
美
容
室
な
ど
の
小
型
店
舗

オ

フ

ィ

ス

ビ

ル

ス
ー

パ
ー
、

デ
パ
ー

ト
、

シ
ョ
ッ

ピ
ン

グ
モ
ー

ル
な
ど
の
大
型
店
舗

倉

庫

そ

の

他

施
設
に
木
材
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
な
い

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624 69.6 51.1 45.4 36.8 15.9 13.9 13.7 4.9 4.3 2.8 0.7 9.3 1.2 269.6

460 65.2 53.3 43.7 34.6 15.4 17.2 14.1 6.1 4.1 2.4 0.2 11.3 1.1 268.7

東 京 都 区 部 114 69.3 57.9 47.4 44.7 19.3 20.2 17.5 7.0 5.3 4.4 0.9 7.0 1.8 302.6

政令指定都市 346 63.9 51.7 42.5 31.2 14.2 16.2 13.0 5.8 3.8 1.7     - 12.7 0.9 257.5

644 70.7 52.5 43.2 37.7 16.6 13.5 13.5 4.3 4.3 3.0 1.1 8.5 1.7 270.7

368 72.6 48.9 49.2 37.5 15.8 11.1 14.1 4.9 3.8 3.3 1.1 7.9 0.8 270.9

152 71.7 44.1 50.7 37.5 14.5 11.8 12.5 3.9 5.9 2.0     - 9.9     - 264.5

785 67.8 50.4 43.3 35.3 15.9 14.1 14.3 4.2 4.3 2.8 0.6 10.2 1.0 264.3

839 71.4 51.7 47.3 38.1 15.9 13.6 13.2 5.6 4.3 2.7 0.8 8.5 1.3 274.5

149 65.1 56.4 41.6 28.9 17.4 16.8 10.7 6.0 4.7 4.7     - 10.1 1.3 263.8

165 65.5 57.6 42.4 24.2 15.2 15.8 11.5 4.2 3.0 2.4     - 10.9 0.6 253.3

264 68.9 52.3 39.8 31.8 18.2 16.3 13.6 7.2 3.8 3.8 0.8 9.5 1.1 267.0

295 74.2 56.3 49.2 39.0 15.3 19.0 14.9 6.4 6.8 2.0 1.4 6.4 0.7 291.5

289 74.0 49.1 46.4 39.1 16.3 11.4 14.5 5.5 4.2 1.4 1.0 8.7 0.7 272.3

462 67.3 44.4 47.8 43.7 14.5 9.1 14.3 2.2 3.5 3.0 0.6 10.6 1.9 263.0

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔年 齢〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

女 性

30 ～ 39 歳

（複数回答）

該

当

者

数

保
育
園
な
ど
の
保
育
施
設
や
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
施
設

病
院
な
ど
の
医
療
施
設
や
老
人
ホ
ー

ム

な
ど
の
福
祉
施
設

旅

館

、

ホ

テ

ル

な

ど

の

宿

泊

施

設

公
設
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、

図
書
館
、

公

民
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設

国
、

都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
の
庁
舎

駅
、

空
港
、

バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
ど
の

旅
客
施
設

オ

フ

ィ

ス

ビ

ル

コ

ン

ビ

ニ
、

客

席

数

の

少

な

い

飲

食

店
・
美
容
室
な
ど
の
小
型
店
舗

ス
ー

パ
ー
、

デ
パ
ー

ト
、

シ
ョ
ッ

ピ
ン

グ
モ
ー

ル
な
ど
の
大
型
店
舗

そ

の

他

施
設
に
木
材
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
な
い

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,546 75.6 52.0 49.5 43.7 22.9 15.4 8.3 7.6 6.5     - 3.4 3.8 0.7 289.3

（注）令和元年10月調査では、調査員による個別面接聴取法で実施しているため、令和５年10月調査との単純比較は行わない。

令和元年10月調査
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（６）非住宅建物への木材の利用への意識 

問 20. あなたは、店舗やオフィスビル、ホテルなどの住宅以外の建物に木材が利用されること

をどのように思いますか。（〇はいくつでも） 

 

（上位３項目） 

令和５年 10 月 

・気持ちが落ち着く、快適そうなど、良い印象を持つと思う 73.8％ 

・環境意識が高いと思う 33.3％ 

・木材が利用された店舗などがもっと増えてほしいと思う 28.3％ 

 

 

 
 
 
 
 
  

（複数回答）　　　

気持ちが落ち着く、快適そうなど、良い
印象を持つと思う

環 境 意 識 が 高 い と 思 う

木材が利用された店舗などがもっと増え
てほしいと思う

木材が利用された店舗などを積極的に
利用したいと思う

建物の材料が何であるかは気にしない
と思う

劣化しやすい、火に弱いなど、あまり良
い印象を持たないと思う

そ の 他

無 回 答

73.8

33.3

28.3

16.4

14.2

6.7

1.7

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

総 数 （n=1,624人、M.T.=175.5%)

(%)
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表 20 非住宅建物への木材の利用への意識 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

該

当

者

数

気
持
ち
が
落
ち
着
く
、

快
適
そ
う

な
ど
、

良
い
印
象
を
持
つ
と
思
う

環

境

意

識

が

高

い

と

思

う

木
材
が
利
用
さ
れ
た
店
舗
な
ど
が

も
っ

と
増
え
て
ほ
し
い
と
思
う

木
材
が
利
用
さ
れ
た
店
舗
な
ど
を

積
極
的
に
利
用
し
た
い
と
思
う

建
物
の
材
料
が
何
で
あ
る
か
は
気

に
し
な
い
と
思
う

劣

化

し

や

す

い
、

火

に

弱

い

な

ど
、

あ
ま
り
良
い
印
象
を
持
た
な

い
と
思
う

そ

の

他

無

回

答

計
(M.T.)

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

1,624  73.8  33.3  28.3  16.4  14.2  6.7  1.7  1.0  175.5  

460  72.8  31.1  27.4  17.2  15.9  7.4  1.5  0.9  174.1  

東 京 都 区 部 114  71.9  36.0  26.3  18.4  14.9  5.3  0.9       - 173.7  

政 令 指 定 都 市 346  73.1  29.5  27.7  16.8  16.2  8.1  1.7  1.2  174.3  

644  73.6  34.0  28.3  16.0  14.0  6.2  1.9  1.4  175.3  

368  73.4  35.3  28.5  15.5  12.8  6.8  1.4  1.1  174.7  

152  78.9  32.2  30.9  18.4  13.2  6.6  2.0       - 182.2  

785  69.3  32.2  30.4  15.5  14.9  8.2  1.0  1.0  172.6  

839  78.1  34.3  26.3  17.3  13.5  5.4  2.3  1.1  178.2  

149  71.1  24.2  14.1  10.1  14.1  8.7  2.0  0.7  145.0  

165  73.3  21.2  13.9  7.9  15.8  6.7  1.2  0.6  140.6  

264  75.0  25.8  21.2  14.8  16.7  6.1  3.4       - 162.9  

295  74.6  35.6  29.8  14.6  12.5  5.8  1.4  1.0  175.3  

289  74.0  34.6  33.2  15.6  16.6  4.5  1.0  0.3  179.9  

462  73.6  42.6  38.1  24.2  11.7  8.4  1.3  2.4  202.4  

40 ～ 49 歳

70 歳 以 上

60 ～ 69 歳

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳

〔 都 市 規 模 〕

50 ～ 59 歳

〔 性 〕

総 数

大 都 市

中 都 市

小 都 市

町 村

男 性

女 性

30 ～ 39 歳
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森林と生活に関する世論調査  

 
令和５年 10 月 

 

（n＝1,624） 

 

 森林の利用についておうかがいします  
 
この下の 問 1 からお答えください 

問1．あなたは、ここ1年くらいの間に、何回くらい森林に
行きましたか。 
                   （○は1つ） 

（22.5）１．1～2回 

（12.1）２．3～4回 

（ 8.1）３．5～12回 

（ 5.4）４．13回以上 

（47.4）５．行っていない 

（ 4.4）  無回答 

 

 

問 1で「1.1～2 回」、「2.3～4 回」、「3.5～12 回」、 
「4.13 回以上」と答えた方への質問 

問2．ここ1年くらいの間に森林に行った目的は何ですか。 
                （○はいくつでも） 
（n=782） 

（56.4）１．すぐれた景観や風景を楽しむため 

（18.8）２．キャンプやピクニックなどを楽しむため 

（19.9）３．登山やスキー、マウンテンバイクなど 

自然の中でスポーツを楽しむため 

（ 6.8）４．アスレチックなどのアトラクションを 

楽しむため 

（16.6）５．動植物の観察や渓流釣り、山菜・ 

きのこ採りを楽しむため 

（44.9）６．森林浴により森林の癒やし効果で 

リフレッシュするため 

（44.1）７．自然豊かなところでのんびりするため 

（ 1.9）８．植樹や間伐などの森林づくりの 

ボランティア活動を行うため 

（ 3.1）９．森林に囲まれた環境にあるオフィスでの 

仕事やワーケーションのため 

（ 2.6）10．林業やガイドなど森林に関わる 

仕事をするため 

（ 2.4）  無回答             （M.T.=217.5） 

 

 

 

 

ここからは全員の方がお答えください 

問3．休暇に森林や農山村を訪れるだけでなく、仕事、子育
て、健康づくりなど日常の生活の一部として、継続的
に森林との関わりをもつ様々な取組が見られます。あ
なたは、日常の生活の中で、森林でどのようなことを
行いたいと思いますか。 
                （○はいくつでも） 

（21.1）１．森林の中で自然を活用した 

保育・幼児教育 

（12.0）２．森林に囲まれた環境にあるオフィスでの 

仕事やワーケーション 

（ 6.3）３．企業や団体が行う森林の中での 

研修への参加 

（ 3.4）４．林業やガイドなど森林に関わる仕事 

（70.0）５．心身の健康づくりのための森林内の 

散策やウォーキング 

（24.4）６．森林の中でのランニングや 

自転車による走行 

（10.8）７．森林の中でのヨガや瞑想 

（22.4）８．森林の中での音楽鑑賞及び 

芸術鑑賞などの文化的活動 

（15.1）９．特にない 

（ 2.6）  無回答             （M.T.=188.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次のページの 問4 に進んでください 右の段の 問3 に進んでください 

5 と答えた方、無回答は問 3へ 
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問4．あなたは、森林や農山村に滞在して休暇を過ごす場合、
どのようなことをして過ごしてみたいと思いますか。 
                （○はいくつでも） 

（46.0）１．森や湖、農山村の家並みなど 

魅力的な景観を楽しむ 

（29.9）２．動植物の観察や渓流釣り、山菜・ 

きのこ採りを楽しむ 

（55.7）３．森林浴により森林の癒やし効果で 

リフレッシュする 

（58.4）４．自然豊かなところでのんびりする 

（31.5）５．キャンプやピクニックなどを楽しむ 

（17.1）６．登山やスキー、マウンテンバイクなど 

自然の中でスポーツを楽しむ 

（15.6）７．アスレチックなどのアトラクションを 

楽しむ 

（14.6）８．森林の手入れをする体験や、木の実や 

葉を使った工作、木工などを体験する 

（40.3）９．地域の伝統的な文化や地元食材を 

使った料理を楽しんだり、特産品 

を購入したりする 

（ 5.8）10．特にない 

（ 2.1）  無回答             （M.T.=317.1） 

 

問5．あなたは、農山村に定住してみたいと思いますか。 
                   （○は1つ） 

（ 5.1）１．定住してみたい 

（20.1）２．どちらかといえば定住してみたい 

（32.2）３．どちらかといえば定住したくない 

（30.4）４．定住したくない 

（ 9.7）５．既に定住している 

（ 2.5）  無回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここからは、森林の役割と森林づくりについて 

おうかがいします  

問6．あなたは、森林のどのような働きを期待しますか。 
                （○はいくつでも） 

（42.4）１．住宅用建材や家具、紙などの原材料 

となる木材を生産する働き 

（31.9）２．きのこや山菜などの林産物を 

生産する働き 

（55.4）３．水資源を蓄える働き 

（63.2）４．山崩れや洪水などの災害を防止する働き 

（51.7）５．空気をきれいにしたり、騒音を 

やわらげる働き 

（67.6）６．二酸化炭素を吸収することにより、 

地球温暖化防止に貢献する働き 

（51.5）７．心身の癒やしや安らぎの場を 

提供する働き 

（33.1）８．自然に親しみ、森林と人との関わりを 

学ぶなど教育の場としての働き 

（48.8）９．貴重な野生動植物の生息・生育の場 

としての働き 

（ 1.1）10．その他（具体的に→）           

（ 2.3）11．特にない 

（ 2.1）  無回答             （M.T.=451.0） 

問7．我が国の森林の3割は国が管理する国有林です。あな
たは、国有林に、どのような役割を期待しますか。 
                （○はいくつでも） 

（36.0）１．住宅用建材や家具、紙などの原材料 

となる木材を生産する役割 

（19.4）２．きのこや山菜などの林産物を 

生産する役割 

（58.5）３．水資源を蓄える役割 

（67.2）４．山崩れや洪水などの災害を防止する役割 

（47.3）５．空気をきれいにしたり、騒音を 

やわらげる役割 

（68.4）６．二酸化炭素を吸収することにより、 

地球温暖化防止に貢献する役割 

（36.5）７．心身の癒やしや安らぎの場を 

提供する役割 

（36.3）８．自然に親しみ、森林と人との関わりを 

学ぶなど教育の場、観光の場としての 

役割 

（50.4）９．貴重な野生動植物の生息・生育の場 

としての役割 

（30.6）10．林業に関する新しい技術や機械を開発・ 

実証する場としての役割 

（32.4）11．林業関係の民間事業者、技術者、地方公 

共団体の職員を育成する場としての役割 

（ 0.9）12．その他（具体的に→）           

（ 2.2）13．特にない 

（ 2.2）  無回答             （M.T.=488.2） 

右のページの 問8 に進んでください 
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問 8．あなたは、どのような機会があれば植樹や下草刈
したくさか

り
などの森林づくりのボランティア活動に参加したい
と思いますか。 
                   （○は1つ） 

（26.5）１．家族や知人・友人から誘われれば 

参加したい 

（ 6.1）２．学校・職場から案内があれば参加したい 

（ 3.4）３．企業・団体から案内があれば参加したい 

（ 2.2）４．インターネットや広報誌に掲載 

されていれば参加したい 

（19.5）５．居住地の近隣で開催されていれば 

参加したい 

（ 5.0）６．観光地・史跡名勝で開催されていれば 

参加したい 

（ 3.3）７．その他（具体的に→）           

（31.5）８．森林づくりのボランティア活動に 

参加しようと思わない 

（ 2.3）  無回答 

 

 

問 8で選択肢 1～7 と答えた方への質問 

問9．どのような形で森林づくりのボランティア活動に 
参加したいと思いますか。 
                   （○は1つ） 

（n=1,075） 

（55.8）１．地方公共団体やボランティア活動を 

行っている団体などが実施する森林 

づくりのイベントなどに参加したい 

（ 3.4）２．ボランティア活動を行っている団体に 

所属して、森林づくりの活動のみに参 

加したい 

（ 6.0）３．ボランティア活動を行っている団体に 

所属して、森林についての環境教育の 

取組、農山村の振興の取組などをしな 

がら、森林づくりの活動に参加したい 

（28.4）４．ボランティア活動を行っている団体に 

所属せず、個人や仲間で独自に森林づ 

くりのボランティア活動を行いたい 

（ 3.9）５．その他（具体的に→）           

（ 2.4）  無回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここからは、木材の利用についておうかがいします  

ここからは全員の方がお答えください 

問 10．あなたは、様々な建物や製品に木材を利用すべきと
思いますか。あるいは利用すべきではないと思います
か。 
                   （○は1つ） 

（45.4）１．利用すべきである 

（45.3）２．どちらかといえば利用すべきである 

（ 6.2）３．どちらかといえば利用すべきではない 

（ 0.9）４．利用すべきではない 

（ 2.2）  無回答 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 で「1.利用すべきである」、「2.どちらかと 
いえば利用すべきである」と答えた方への質問 

問11．利用すべきと思う理由は何ですか。 
                （○はいくつでも） 
（n=1,472） 

（64.8）１．触れた時にぬくもりが感じられるため 

（41.0）２．香りが良いため 

（51.7）３．気持ちが落ち着くため 

（ 9.9）４．他の素材と比べて怪我をしにくい 

印象があるため 

（ 9.4）５．格好が良いと感じるため 

（47.4）６．日本らしさを感じるため 

（29.1）７．長年にわたって使用できる 

印象があるため 

（ 3.1）８．価格が安い印象があるため 

（31.4）９．林業や農山村地域の振興に貢献するため 

（26.0）10．二酸化炭素の排出量が少なく抑えられ、 

地球温暖化防止に貢献するため 

（39.9）11．植林することにより、再生産できる 

資材であるため 

（ 2.1）12．その他（具体的に→）           

（ 0.7）  無回答             （M.T.=356.4） 

 

 

 

 

 

 

 次のページの 問13 に進んでください 

8 と答えた方、無回答は問 10 へ 

右の段の 問10 に進んでください 

次のページの 問12 に進んでください 

次のページの 問13 に進んでください 
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問 10 で「3.どちらかといえば利用すべきではない」、 
「4.利用すべきではない」と答えた方への質問 

問12．利用すべきではないと思う理由は何ですか。 
                （○はいくつでも） 
（n=116） 

（23.3）１．劣化しやすい印象があるため 

（12.9）２．手入れが面倒な印象があるため 

（ 6.0）３．価格が高い印象があるため 

（65.5）４．森林破壊につながる印象があるため 

（29.3）５．火に弱い印象があるため 

（15.5）６．地震に弱い印象があるため 

（25.9）７．森林は保護するものだと 

学校で習ったため 

（ 4.3）８．その他（具体的に→）           

（ 0.9）  無回答             （M.T.=183.6） 

 

ここからは全員の方がお答えください 

問 13．あなたは木材を使った製品を購入する場合、原料と
なった木材の産地についてどのようなことを意識しま
すか。 
                   （○は1つ） 

（31.3）１．国産材を使用していること 

（ 9.7）２．国産材のうち生産された地域が 

明らかであること 

（ 0.7）３．輸入材を使用していること 

（ 1.8）４．輸入材のうち生産された地域が 

明らかであること 

（55.7）５．産地は特に意識しない 

（ 0.7）  無回答 

 

 

 

問 13 で「1.国産材を使用していること」、「2.国産材
のうち生産された地域が明らかであること」、「3.輸入
材を使用していること」、「4.輸入材のうち生産された
地域が明らかであること」と答えた方への質問 

問14．木材を使った製品を購入する際に産地を 
気にする理由は何ですか。 
                （○はいくつでも） 
（n=708） 

（37.4）１．産地によって、材質が異なるため 

（18.1）２．産地によって、森林環境への影響や 

負荷が異なるため 

（67.4）３．産地がわかることで安心感が 

得られるため 

（ 6.6）４．産地によって、木材の輸送時の 

二酸化炭素排出量が異なるため 

（ 3.8）５．その他（具体的に→）           

（ 6.5）６．特に理由はない 

（ 0.7）  無回答             （M.T.=140.5） 

 

問 13 で「5.産地は特に意識しない」と答えた方 
への質問 

問15．木材を使った製品を購入する際に産地を特に 
意識しない理由は何ですか。 
                （○はいくつでも） 
（n=904） 

（11.3）１．木材が使われてさえいればよいため 

（62.6）２．木材の産地よりも、商品のデザインや 

機能性を重視するため 

（44.5）３．木材の産地よりも、木材の色や触感 

といった特性を重視するため 

（33.5）４．木材の産地よりも、商品の価格を 

重視するため 

（11.0）５．木材を使うものは、産地によらず 

環境負荷が小さいと思うため 

（ 3.0）６．その他（具体的に→）           

（12.3）７．特に理由はない 

（ 0.6）  無回答             （M.T.=178.7） 

 

 

 

 

ここからは全員の方がお答えください 

問16．あなたは、木材を使った製品を購入する場合、環境 
や社会的な観点からどのようなことを意識しますか。 
                （○はいくつでも） 

（37.8）１．原材料となる木材が法令などに適合して 

合法的に伐採されたものであること 

（21.2）２．第三者機関が適切に管理されていると 

認めた森林から生産された森林認証材 

であること 

（25.3）３．持続的な森林経営がされた森林から 

生産されたものであること 

（24.8）４．多様な生物の生息環境の保全に配慮され 

た森林から生産されたものであること 

（16.3）５．生産・加工・流通工程において児童労働 

や労働環境などの人権問題に配慮された 

ものであること 

（ 0.7）６．その他（具体的に→）           

（42.9）７．特に意識しない 

（ 1.0）  無回答             （M.T.=170.0） 

 

 

 

 

 

 

 右のページの 問17 に進んでください 

右の段の 問16 に進んでください 

5 と答えた方は問 15 へ 

右の段の 問16 に進んでください 
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問17．あなたが仮に、今後、住宅を建てたり買ったりする 
場合、どのような住宅を選びたいと思いますか。 
                   （○は1つ） 

（48.2）１．在来工法の木造による戸建住宅 

（18.4）２．ツーバイフォー工法など在来工法以外の 

木造による戸建住宅 

（ 2.9）３．木造によるマンションなど集合住宅 

（16.7）４．鉄筋、鉄骨、コンクリート造り 

など非木造による戸建住宅 

（12.4）５．鉄筋、鉄骨、コンクリート造り 

など非木造によるマンションな 

ど集合住宅 

（ 1.5）  無回答 

 

 

 

問 17 で「4.鉄筋、鉄骨、コンクリート造りなど非木
造による戸建住宅」、「5.鉄筋、鉄骨、コンクリート造
りなど非木造によるマンションなど集合住宅」と答え
た方への質問 

問18．木造住宅よりも非木造住宅を選びたいと思う理由は 
何ですか。 
                （○はいくつでも） 
（n=472） 

（57.8）１．火に強い印象があるため 

（76.3）２．地震に強い印象があるため 

（43.2）３．劣化しにくい印象があるため 

（17.4）４．省エネ性能が高い印象があるため 

（44.9）５．遮音性が高い印象があるため 

（ 8.5）６．品質の差が少ない印象があるため 

（12.1）７．構造や意匠の設計の自由度が 

高い印象があるため 

（ 6.8）８．価格が安い印象があるため 

（ 6.4）９．木造住宅は森林破壊につながる 

印象があるため 

（ 4.4）10．その他（具体的に→）           

（   -）  無回答             （M.T.=277.8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここからは全員の方がお答えください 

問19．あなたは、どのような施設に木材が利用されること
を期待しますか。 
                （○はいくつでも） 

（69.6）１．幼稚園・保育所・認定こども園や、 

小・中学校などの教育施設 

（36.8）２．病院などの医療施設や老人ホーム 

などの福祉施設 

（45.4）３．公設のスポーツ施設、図書館、 

公民館などの社会教育施設 

（13.9）４．駅、空港、バスターミナルなどの 

旅客施設 

（13.7）５．コンビニ、客席数の少ない飲食店・ 

美容室などの小型店舗 

（ 4.3）６．スーパー、デパート、ショッピング 

モールなどの大型店舗 

（51.1）７．旅館、ホテルなどの宿泊施設 

（ 4.9）８．オフィスビル 

（ 2.8）９．倉庫 

（15.9）10．国、都道府県及び市区町村の庁舎 

（ 0.7）11．その他（具体的に→）           

（ 9.3）12．施設に木材が利用されることを 

期待しない 

（ 1.2）  無回答             （M.T.=269.6） 

 

問 20．あなたは、店舗やオフィスビル、ホテルなどの住宅
以外の建物に木材が利用されることをどのように思い
ますか。 
                （○はいくつでも） 

（33.3）１．環境意識が高いと思う 

（16.4）２．木材が利用された店舗などを 

積極的に利用したいと思う 

（28.3）３．木材が利用された店舗などが 

もっと増えてほしいと思う 

（73.8）４．気持ちが落ち着く、快適そうなど、 

良い印象を持つと思う 

（ 6.7）５．劣化しやすい、火に弱いなど、あまり 

良い印象を持たないと思う 

（14.2）６．建物の材料が何であるかは 

気にしないと思う 

（ 1.7）７．その他（具体的に→）           

（ 1.0）  無回答             （M.T.=175.5） 

 

 

 

 

 

 次のページの F1 に進んでください 

1 又は 2 又は 3 と答えた方、 

無回答は問 19 へ 

右の段の 問19 に進んでください 



- 51 - 

ご回答を統計的に分析するために、あなたご自身のこと 

をおうかがいします 

Ｆ1．差し支えなければ、あなたの性別をお答えください。 
（○は1つ） 

  （48.3）１．男性   （51.7）２．女性 

 

Ｆ2．あなたのお年は満でおいくつですか。年齢をお書きく
ださい。 

  

歳 

（ 1.0）18～19歳（ 8.1）40～44歳（ 9.2）65～69歳 

（ 3.6）20～24歳（ 8.2）45～49歳（ 9.8）70～74歳 

（ 4.5）25～29歳（ 9.8）50～54歳（ 8.6）75～79歳 

（ 4.9）30～34歳（ 8.4）55～59歳（10.1）80歳以上 

（ 5.2）35～39歳（ 8.6）60～64歳 

 

Ｆ3．あなたのお仕事についておうかがいします。あなたは、
この中のどれに当たりますか。どれに当てはまるかわ
からない場合には、「8.」に○をつけ、「その他」の欄
にできるだけ具体的にお書きください。 

（○は1つ） 

（35.8）１．役員を含む、正規の職員・従業員 

（17.3）２．期間従業員、契約社員、派遣社員を 

含む、非正規の職員・従業員 

（ 7.4）３．自分で、または共同で事業を営んでいる 

自営業主・自由業 

（ 2.3）４．家族従業者・家族が営んでいる事業を 

手伝っている者 

（14.3）５．主婦・主夫 

（ 2.9）６．学生 

（19.3）７．無職 

（ 0.2）８．その他 

    ※できるだけ具体的にお書きください。 

 

 

 

 

（ 0.5）  無回答 

 

Ｆ4．あなたのお住まいについておうかがいします。 
住宅の構造をお答えください。 
                   （○は1つ） 

（63.2）１．木造住宅 

（33.9）２．非木造住宅 

（ 2.5）３．わからない 

（ 0.4）  無回答 

Ｆ5．あなたのお住まいの地域は、この中のどれに 
当たりますか。 
                   （○は1つ） 

（80.5）１．住宅の多い地区 

（ 4.7）２．商店その他の事業所の多い地区 

（ 1.0）３．工場の多い地区 

（12.9）４．農山漁村地区 

（ 0.8）５．その他（具体的に→）           

（   -）  無回答 

 

今後の調査実施の参考とするため、ここからは今回の 

調査についておうかがいします 

問A．今回の調査の答えやすさはどうでしたか。 
                   （○は1つ） 

（58.4）１．答えやすかった 

（ 9.9）２．答えにくかった 

（31.2）３．どちらともいえない 

（ 0.6）  無回答 

 

問B．今回の調査の分量はどうでしたか。 
                   （○は1つ） 

（ 6.5）１．少ないと感じた 

（80.3）２．適当と感じた 

（12.6）３．多いと感じた 

（ 0.6）  無回答 

 

問C．今回の調査への回答に要した時間は、およそどれ 
くらいでしたか。 
                   （○は1つ） 

（49.6）１．15分未満 

（43.3）２．15～30分程度 

（ 6.7）３．30分以上 

（ 0.4）  無回答 

 

問D．今回の調査にご回答いただいたのは、どなた様 
ですか。 
                   （○は1つ） 

（97.4）１．郵便宛名のご本人様 

（ 2.2）２．ご本人様のご意見を代理の方が記入 

（   -）３．代理の方（代理の方のご意見を記入） 

 

※代理の方が記入された理由をお教えください。 

 

 

 

 

（ 0.4）  無回答 

 


